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第8節 植物 

事業実施区域及びその周辺には、重要な種の生育環境が存在するため、工事の実施（工事施工ヤ

ードの設置、工事用道路等の設置）及び土地又は工作物の存在及び供用（道路（地表式又は掘割式、

嵩上式）の存在注）に係る植物（重要な種）への影響が考えられることから、植物の調査、予測及

び評価を行いました。 

 

注）対象道路の主な道路構造は、嵩上式（高架構造）で計画し、ランプ部の一部は地表式で計画しています。 

 

8.1  工事施工ヤードの設置、工事用道路等の設置及び道路（地表式又は掘割式、嵩上式）の存在に係

る植物 

 

1） 調査 

（1） 調査の手法 

① 調査した情報 

a） 植物相及び植生の状況 

植物相及び植生の状況について調査しました。 

 

b） 重要な種及び群落の状況 

重要な種及び群落の状況（重要な種・群落の生態、分布、生育の状況、生育環境の状況）につい

て調査しました。 

 

② 調査手法 

調査は、既存資料調査及び現地調査により行いました。調査手法は以下のとおりです。 

 

a） 植物相及び植生の状況 

植物相及び植生の状況の調査は、表 11-8-1 に示す現地調査により実施しました。 

 

表 11-8-1 現地調査の手法 

項目 調査手法 調査手法の解説 

植物相 直接観察及び採集 

調査地域内を踏査して、出現する種を目視により確認し、種名

を記録した。なお、現地での同定が困難な種については、採集

し持ち帰って同定を行った。また重要な種を確認したときは、

確認位置及び生育状況等を記録した。 

植物群落 植生調査 

調査地域内の相観的な植物群落ごとに、一定の方形枠を 1～数

カ所設定して、枠内の植物種の出現状況（被度・群度）、階層構

造、優占種等を記録し、植物群落を区分する方法、調査結果を

基に現存植生図を作成した。 
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b） 重要な種及び群落の状況 

（a）重要な種及び群落の生態 

重要な種及び群落の生態については、表 11-8-2 に示す図鑑、研究論文、その他の資料の収集に

より整理しました。 

 

表 11-8-2 既存資料一覧 

資料名 発行年 発行元 

レッドデータブック 2014－日本の絶滅のおそれ

のある野生生物 

平成 26 年 9月 

平成 27 年 2月 
(株)ぎょうせい 

環境省レッドリスト 2017 補遺資料 平成 29 年 10 月 
環境省自然環境局野生生物課 

希少種保全推進室 

愛知県の絶滅のおそれのある野生生物 

レッドデータブックあいち 2020－植物編－ 
令和 2年 3月 

愛知県環境局環境政策部 

自然環境課 

名古屋市の絶滅のおそれのある野生生物 

レッドデータブックなごや 2015－植物編－ 
平成 27 年 4月 

名古屋市環境局環境企画部 

環境活動推進課 
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（b）重要な種及び群落の分布、生育の状況及び生育環境の状況 

重要な種及び群落の分布、生育の状況及び生育環境の状況については、表 11-8-3 及び表 11-8-4

に示す選定基準に該当する種及び群落について、「a) 植物の生育の状況」の調査と併せて行いま

した。 

 

表 11-8-3 重要な植物種の選定基準 

番号 文献及び法律名等 選定基準となる区分 

① 
｢文化財保護法｣（昭和 25年法律第

214 号） 

国特：国指定特別天然記念物 

国天：国指定天然記念物 

② 

｢絶滅のおそれのある野生動植物の種

の保存に関する法律｣（平成 4年法律

第 75 号） 

国際：国際希少野生動植物種 

国内：国内希少野生動植物種 

緊急：緊急指定種 

③ 

「自然環境の保全及び緑化の推進に

関する条例」（昭和 48 年愛知県条例

第 3号） 

指定：指定希少野生動植物種 

④ 

「環境省レッドリスト 2020」（令和

2年 3月 27 日、環境省報道発表資

料） 

EX：絶滅（我が国ではすでに絶滅したと考えられる種） 

EW：野生絶滅（飼育・栽培下あるいは自然分布域の明ら

かに外側で野生化した状態でのみ存続している種） 

CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類（絶滅の危機に瀕している種） 

CR：絶滅危惧ⅠA類（ごく近い将来における絶滅の危険性

が極めて高い種） 

EN：絶滅危惧ⅠB類（ⅠA類ほどではないが、近い将来に

おける絶滅の危険性が高い種） 

VU：絶滅危惧Ⅱ類（絶滅の危険が増大している種） 

NT：準絶滅危惧（現時点では絶滅危険度は小さいが、生

息条件の変化によっては「絶滅危惧」に移行する可

能性のある種） 

DD：情報不足（評価するだけの情報が不足している種） 

LP：絶滅のおそれのある地域個体群（地域的に孤立して

おり、地域レベルでの絶滅のおそれが高い個体群） 

⑤ 
「レッドリストあいち 2020」(令和 2

年 3月、愛知県) 

EX：絶滅（愛知県ではすでに絶滅したと考えられる種） 

EW：野生絶滅（野生では絶滅し、飼育・栽培下でのみ存

続している種） 

CR：絶滅危惧 IA 類（ごく近い将来における野生での絶滅

の危険性が極めて高い種） 

EN：絶滅危惧 IB 類（ⅠＡ類ほどではないが、近い将来に

おける野生での絶滅の危険性が高い種） 

VU：絶滅危惧Ⅱ類（絶滅の危険が増大している種） 

NT：準絶滅危惧（存続基盤が脆弱な種） 

DD：情報不足（「絶滅」「絶滅危惧」「準絶滅危惧」の

いずれかに該当する可能性が高いが、評価するだけ

の情報が不足している種） 

LP：地域個体群（その種の国内における生息状況に鑑

み、愛知県において特に保全のための配慮が必要と

考えられる特徴的な個体群） 
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表 11-8-4 重要な植物群落の選定基準 

番号 文献及び法律名等 選定基準となる区分 

① 
｢文化財保護法｣（昭和 25年法律第

214 号） 

国特：国指定特別天然記念物 

国天：国指定天然記念物 

② 

「第 2回自然環境保全基礎調査 日

本の重要な植物群落の分布」（昭和

57 年、環境庁） 

特定植物群落のうち以下の区分に該当するもの 

A：原生林もしくはそれに近い自然林 

B：国内若干地域に分布するが、極めて稀な植物群落又は

個体群 

C：比較的普通に見られるものであっても、南限、北限、

隔離分布等分布限界になる産地に見られる植物群落又

は個体群 

D：砂丘、断崖地、塩沼地、湖沼、河川、湿地、高山、石

灰岩地等の特殊な立地に特有な植物群落又は個体群

で、その群落の特徴が典型的なもの 

E：郷土景観を代表する植物群落で、特にその群落の特徴

が典型的なもの 

F：過去において人工的に植栽されたことが明らかな森林

であっても、長期にわたって伐採等の手が入っていな

いもの 

G：乱獲その他の人為の影響によって、当該都道府県内で

極端に少なくなるおそれのある植物群落又は個体群 

H：その他、学術上重要な植物群落又は個体群 

 

 

③ 調査地域 

調査地域は、事業実施区域及びその周辺としました。 

調査地域を図 11-8-1 に示します。 

 

④ 調査地点 

調査地点及び調査ルートは、調査対象植物の生態的な特性、周辺の地形状況、植生の連続性を踏

まえ、調査地域に生育する植物を効率よく把握できる場所を設定しました。 

調査地点及び調査ルートは、図 11-8-1 に示します。 
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図 11-8-1 植物相・植物群落調査位置図 
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⑤ 調査期間及び調査時期 

調査期間は、平成 30 年 11 月～令和 3年 5月までとしました。 

調査時期等は、調査対象となる植物の生態的な特性を考慮し設定しました。 

各項目の調査時期は、表 11-8-5 に示すとおりです。 

 

表 11-8-5 調査時期 

項目 調査手法 調査時期 

植物相 直接観察及び採集 

春季：令和元 年 5 月 7 日 

令和 3 年 5 月 10 日～11 日 

夏季：令和元 年 8 月 26 日～27 日 

令和 2 年 8 月 20 日～21 日 

秋季：平成 30 年 11 月 27 日～28 日 

令和元 年 10 月 7 日～ 8 日 

令和 2 年 10 月 14 日～15 日 

植物群落 植生調査 

春季：令和元 年 5 月 7 日 

令和 3 年 5 月 10 日～11 日 

夏季：令和元 年 8 月 26 日～27 日 

令和 2 年 8 月 20 日～21 日 

秋季：平成 30 年 11 月 27 日～28 日 

令和元 年 10 月 7 日～ 8 日 

令和 2 年 10 月 14 日～15 日 
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（2） 調査の結果 

① 植物相及び植生の状況 

現地調査結果の概要は、表 11-8-6(1)～(2)に示すとおりです。 

 

表 11-8-6(1) 現地調査結果の概要（植物相） 

項目 確認種数 重要な種 

植物相 133 科 681 種 ナガエミクリ、ミズタカモジグサ、カワヂシャの 3種 

 

 

表 11-8-6(2) 現地調査結果の概要（植物群落） 

項目 群落数 確認された群落分類 

植物群落 19 群落 

・クロガネモチ－アラカシ群落 

・チガヤ群落 

・ヨシクラス 

・オギ群集 

・ナガエミクリ群落 

・スギ・ヒノキ・サワラ植林 

・竹林 

・路傍空地雑草群落 

・果樹園 

・放棄畑雑草群落 

・畑雑草群落 

・水田雑草群落 

・放棄水田雑草群落 

・市街地・宅地 

・緑の多い住宅地 

・残存植栽群、公園、墓地 

・工場地帯 

・造成裸地、グラウンド 

・開放水域 
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a） 植物相の状況 

現地調査の結果、表 11-8-7(1)～(17)に示すとおり、133 科 681 種の植物が確認されました。 

確認された植物は、スギナ、ドクダミ、ショウブ、メリケンガヤツリ、メリケンカルカヤ、ノブ

ドウ、ネムノキ、ムクノキ、ヘビイチゴ、スダジイ、アレチウリ、カタバミ、センダン、イタドリ、

コヒルガオ、ワルナスビ、オオバコ、トキワハゼ、ヨモギ、スイカズラ等でした。 

 

 

表 11-8-7(1) 植物相確認種数一覧 

No. 分類 科数 種数 

調査時期 
重要

な種 
H30 R1 R2 R3 

秋季 春季 夏季 秋季 夏季 秋季 春季 

1 ｼﾀﾞ植物門 ｲﾜﾋﾊﾞ科 ｲﾇｶﾀﾋﾊﾞ※1    ○     

2 ﾋｶｹﾞﾉｶｽﾞﾗ綱   ｸﾗﾏｺﾞｹ      ○   

3 ｼﾀﾞ植物門 ﾄｸｻ科 ｽｷﾞﾅ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

4 大葉ｼﾀﾞ綱   ﾄｸｻ ○  ○   ○   

5     ｲﾇﾄﾞｸｻ   ○      
6   ｶﾆｸｻ科 ｶﾆｸｻ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

7   ｻﾝｼｮｳﾓ科 外来ｱｿﾞﾗ類 ○        
8   ｺﾊﾞﾉｲｼｶｸﾞﾏ科 ｲﾜﾋﾒﾜﾗﾋﾞ    ○  ○ ○  

9     ﾜﾗﾋﾞ     ○ ○ ○  

10   ｲﾉﾓﾄｿｳ科 ﾎｳﾗｲｼﾀﾞ ○  ○ ○     
11     ﾋﾒﾐｽﾞﾜﾗﾋﾞ ○  ○ ○     
12     ｲﾉﾓﾄｿｳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

13  ﾁｬｾﾝｼﾀﾞ科 ﾄﾗﾉｵｼﾀﾞ  ○    ○   

14  ﾋﾒｼﾀﾞ科 ﾋﾒﾜﾗﾋﾞ ○   ○     

15    ﾐﾄﾞﾘﾋﾒﾜﾗﾋﾞ     ○ ○   

16    ｹﾞｼﾞｹﾞｼﾞｼﾀﾞ  ○  ○  ○   

17    ﾎｼﾀﾞ   ○ ○  ○   

18    ﾊｼｺﾞｼﾀﾞ      ○   

19    ﾐｿﾞｼﾀﾞ    ○  ○   

20  ﾒｼﾀﾞ科 ｲﾇﾜﾗﾋﾞ   ○      

21  ｵｼﾀﾞ科 ﾔﾏﾔﾌﾞｿﾃﾂ  ○       

22    ﾔﾌﾞｿﾃﾂ    ○  ○ ○  

23    ﾍﾞﾆｼﾀﾞ  ○ ○ ○  ○ ○  

24    ｵｸﾏﾜﾗﾋﾞ  ○       

25    ｲﾉﾃﾞ       ○  

26  ｳﾗﾎﾞｼ科 ﾉｷｼﾉﾌﾞ(広義)      ○ ○  

27    ﾋﾄﾂﾊﾞ       ○  
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表 11-8-7(2) 植物相確認種数一覧 

No. 分類 科数 種数 

調査時期 
重要

な種 
H30 R1 R2 R3 

秋季 春季 夏季 秋季 夏季 秋季 春季 

28 種子植物門 ｿﾃﾂ科 ｿﾃﾂ       ○  

29 
 

ｲﾁｮｳ科 ｲﾁｮｳ ○  ○ ○ ○ ○ ○  

30   ﾏﾂ科 ﾋﾏﾗﾔｽｷﾞ      ○ ○  

31     ｱｶﾏﾂ   ○ ○  ○ ○  

32     ｸﾛﾏﾂ ○     ○ ○  

33     ｱｲｸﾞﾛﾏﾂ ○        
34   ﾏｷ科 ｲﾇﾏｷ ○     ○ ○  

35     ﾗｶﾝﾏｷ ○  ○  ○ ○   

36   ｺｳﾔﾏｷ科 ｺｳﾔﾏｷ※2       ○  

37   ﾋﾉｷ科 ﾋﾉｷ ○  ○ ○ ○ ○ ○  

38     ｽｷﾞ ○  ○  ○ ○ ○  

39     ﾋﾖｸﾋﾊﾞ ○        
40     ｶｲﾂﾞｶｲﾌﾞｷ ○  ○    ○  

41     ﾒﾀｾｺｲｱ       ○  

42     ｺﾉﾃｶﾞｼﾜ ○  ○    ○  

43   ｲﾁｲ科 ｷｬﾗﾎﾞｸ ○        
44 

 
ﾏﾂﾌﾞｻ科 ｻﾈｶｽﾞﾗ ○   ○  ○ ○  

45 
 

ｾﾝﾘｮｳ科 ｾﾝﾘｮｳ ○  ○   ○ ○  

46   ﾄﾞｸﾀﾞﾐ科 ﾄﾞｸﾀﾞﾐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

47   ｳﾏﾉｽｽﾞｸｻ科 ｳﾏﾉｽｽﾞｸｻ    ○     
48   ﾓｸﾚﾝ科 ﾕﾘﾉｷ ○  ○      
49     ｵｶﾞﾀﾏﾉｷ       ○  

50     ﾀｲｻﾝﾎﾞｸ      ○ ○  

51     ｺﾌﾞｼ       ○  

52  ｸｽﾉｷ科 ｸｽﾉｷ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

53    ﾆｯｹｲ※2 ○        

54    ｹﾞｯｹｲｼﾞｭ       ○  

55    ﾀﾌﾞﾉｷ     ○ ○ ○  

56    ｼﾛﾀﾞﾓ     ○    

57 種子植物門 

単子葉類 

ｼｮｳﾌﾞ科 ｼｮｳﾌﾞ ○  ○ ○     

58   ｾｷｼｮｳ   ○      

59 ｻﾄｲﾓ科 ｻﾄｲﾓ ○     ○   

60     ｱｵｳｷｸｻ   ○ ○ ○ ○   

61     ｺｳｷｸｻ ○        

62     ｶﾗｽﾋﾞｼｬｸ    ○  ○ ○  

63     ｳｷｸｻ   ○ ○ ○    

64   ｵﾓﾀﾞｶ科 ｳﾘｶﾜ ○  ○ ○     

65     ｵﾓﾀﾞｶ   ○ ○  ○   

66  ﾄﾁｶｶﾞﾐ科 ｵｵｶﾅﾀﾞﾓ  ○ ○ ○ ○ ○ ○  

67    ｸﾛﾓ   ○      

68    ｾｷｼｮｳﾓ     ○    
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表 11-8-7(3) 植物相確認種数一覧 

No. 分類 科数 種数 

調査時期 
重要

な種 
H30 R1 R2 R3 

秋季 春季 夏季 秋季 夏季 秋季 春季 

69 (種子植物門 

単子葉類) 

ﾋﾙﾑｼﾛ科 ｴﾋﾞﾓ    ○   ○  

70   ﾎｿﾊﾞﾐｽﾞﾋｷﾓ    ○  ○   

71   ﾔﾅｷﾞﾓ  ○ ○      
72   ﾔﾏﾉｲﾓ科 ﾆｶﾞｶｼｭｳ   ○ ○     
73     ﾔﾏﾉｲﾓ ○  ○ ○ ○ ○ ○  

74     ﾅｶﾞｲﾓ ○ ○  ○   ○  

75     ｵﾆﾄﾞｺﾛ  ○ ○   ○ ○  

76   ｼｭﾛｿｳ科 ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｶﾏ      ○   

77   ｻﾙﾄﾘｲﾊﾞﾗ科 ｻﾙﾄﾘｲﾊﾞﾗ   ○      
78   ﾕﾘ科 ｼﾝﾃｯﾎﾟｳﾕﾘ       ○  

79     ﾀｶｻｺﾞﾕﾘ ○   ○     
80     ﾃｯﾎﾟｳﾕﾘ   ○      
81     ﾎﾄﾄｷﾞｽ ○        
82   ﾗﾝ科 ｼﾗﾝ※2       ○  

83   ｱﾔﾒ科 ﾋﾒﾋｵｳｷﾞｽﾞｲｾﾝ       ○  

84     ﾄｳｼｮｳﾌﾞ       ○  

85     ﾊﾅｼｮｳﾌﾞ       ○  

86     ｷｼｮｳﾌﾞ    ○  ○ ○  

87     ｱﾔﾒ※2       ○  

88     ﾙﾘﾆﾜｾﾞｷｼｮｳ       ○  

89     ﾆﾜｾﾞｷｼｮｳ  ○     ○  

90   ｽｽｷﾉｷ科 ｷﾀﾞﾁｱﾛｴ ○        
91     ﾔﾌﾞｶﾝｿﾞｳ ○      ○  

92  ﾋｶﾞﾝﾊﾞﾅ科 ﾉﾋﾞﾙ  ○     ○  

93     ﾆﾗ   ○   ○ ○  

94     ﾊﾅﾆﾗ      ○   

95     ﾋｶﾞﾝﾊﾞﾅ ○   ○  ○ ○  

96     ｽｲｾﾝ ○      ○  

97     ﾊﾀｹﾆﾗ ○   ○     

98     ﾀﾏｽﾀﾞﾚ ○     ○ ○  

99   ｸｻｽｷﾞｶｽﾞﾗ科 ﾘｭｳｾﾞﾂﾗﾝ      ○   

100     ﾊﾗﾝ       ○  

101     ｵｵﾊﾞｷﾞﾎﾞｳｼ   ○      

102     ﾔﾌﾞﾗﾝ ○      ○  

103     ｼﾞｬﾉﾋｹﾞ ○   ○  ○ ○  

104     ﾅｶﾞﾊﾞｼﾞｬﾉﾋｹﾞ ○     ○ ○  

105     ﾅﾙｺﾕﾘ      ○   

106     ｱﾏﾄﾞｺﾛ       ○  

107     ｵﾓﾄ ○   ○     

108     ｱﾂﾊﾞｷﾐｶﾞﾖﾗﾝ   ○      
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表 11-8-7(4) 植物相確認種数一覧 

No. 分類 科数 種数 

調査時期 
重要

な種 
H30 R1 R2 R3 

秋季 春季 夏季 秋季 夏季 秋季 春季 

109 (種子植物門 

単子葉類) 

ﾔｼ科 ｼｭﾛ ○ ○ ○ ○  ○ ○  

110   ﾄｳｼﾞｭﾛ    ○  ○ ○  

111 ﾂﾕｸｻ科 ﾏﾙﾊﾞﾂﾕｸｻ    ○     
112     ﾂﾕｸｻ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

113     ｲﾎﾞｸｻ  ○ ○ ○ ○    
114     ﾔﾌﾞﾐｮｳｶﾞ      ○   

115     ﾉﾊｶﾀｶﾗｸｻ ○ ○ ○ ○   ○  

116     ﾑﾗｻｷﾂﾕｸｻ       ○  

117   ﾐｽﾞｱｵｲ科 ﾎﾃｲｱｵｲ    ○     
118     ｺﾅｷﾞ ○  ○ ○ ○ ○   

119   ﾊﾞｼｮｳ科 ﾊﾞｼｮｳ ○        
120   ｶﾝﾅ科 ﾊﾅｶﾝﾅ      ○   

121   ｼｮｳｶﾞ科 ﾊﾅｼｭｸｼｬ ○        
122     ﾐｮｳｶﾞ ○  ○      
123   ｶﾞﾏ科 ﾅｶﾞｴﾐｸﾘ  ○ ○ ○ ○  ○ 〇 

124     ﾋﾒｶﾞﾏ   ○ ○     
125   ｲｸﾞｻ科 ｲｸﾞｻ ○ ○ ○ ○  ○ ○  

126     ｱｵｺｳｶﾞｲｾﾞｷｼｮｳ       ○  

127     ｺｺﾞﾒｲ ○ ○ ○ ○  ○ ○  

128     ｸｻｲ ○ ○ ○   ○ ○  

129  ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ科 ｼﾗｽｹﾞ ○        

130     ｱｾﾞﾅﾙｺ  ○     ○  

131     ﾏｽｸｻ       ○  

132     ｱｵｽｹﾞ  ○ ○      

133     ｱｾﾞｽｹﾞ   ○ ○ ○ ○   

134     ﾔﾜﾗｽｹﾞ  ○     ○  

135     ﾋﾒｸｸﾞ ○  ○ ○  ○   

136     ｸｸﾞｶﾞﾔﾂﾘ ○   ○  ○   

137     ﾀﾏｶﾞﾔﾂﾘ ○  ○ ○  ○   

138     ﾎｿﾐｷﾝｶﾞﾔﾂﾘ ○   ○  ○   

139     ﾒﾘｹﾝｶﾞﾔﾂﾘ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

140     ｱｾﾞｶﾞﾔﾂﾘ   ○ ○ ○ ○   

141     ｺｺﾞﾒｶﾞﾔﾂﾘ ○  ○ ○  ○   

142     ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ ○  ○ ○ ○ ○   

143     ﾊﾏｽｹﾞ ○ ○ ○ ○ ○    

144     ｶﾜﾗｽｶﾞﾅ    ○     

145     ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ   ○ ○     

146     ﾃﾝﾂｷ   ○ ○ ○ ○   

147     ﾋﾃﾞﾘｺ   ○ ○  ○   

148     ﾋﾝｼﾞｶﾞﾔﾂﾘ ○        

149     ｲﾇﾎﾀﾙｲ      ○   
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表 11-8-7(5) 植物相確認種数一覧 

No. 分類 科数 種数 

調査時期 
重要

な種 
H30 R1 R2 R3 

秋季 春季 夏季 秋季 夏季 秋季 春季 

150 (種子植物門 

単子葉類) 

ｲﾈ科 ﾊｲｺﾇｶｸﾞｻ   ○      
151   ﾇｶｽｽｷ       ○  

152   ﾊﾅﾇｶｽｽｷ  ○     ○  

153     ｽｽﾞﾒﾉﾃｯﾎﾟｳ  ○     ○  

154     ｾﾄｶﾞﾔ  ○     ○  

155     ﾒﾘｹﾝｶﾙｶﾔ ○  ○ ○ ○ ○   

156     ｺﾌﾞﾅｸﾞｻ    ○  ○   

157     ﾄﾀﾞｼﾊﾞ ○   ○     
158     ｶﾗｽﾑｷﾞ  ○ ○   ○ ○  

159     ｶｽﾞﾉｺｸﾞｻ  ○     ○  

160     ｺﾊﾞﾝｿｳ  ○     ○  

161     ﾋﾒｺﾊﾞﾝｿｳ  ○     ○  

162     ﾔｸﾅｶﾞｲﾇﾑｷﾞ       ○  

163     ｲﾇﾑｷﾞ ○ ○ ○ ○   ○  

164     ｽｽﾞﾒﾉﾁｬﾋｷ       ○  

165     ﾔﾏｱﾜ       ○  

166     ｼﾞｭｽﾞﾀﾞﾏ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

167     ｷﾞｮｳｷﾞｼﾊﾞ ○ ○ ○ ○  ○ ○  

168     ﾒﾋｼﾊﾞ ○  ○ ○ ○ ○   

169   ｺﾒﾋｼﾊﾞ ○  ○ ○     
170   ｱｷﾒﾋｼﾊﾞ ○        
171   ｲﾇﾋﾞｴ ○  ○ ○ ○ ○   
172   ﾀｲﾇﾋﾞｴ   ○ ○     
173     ｹｲﾇﾋﾞｴ ○  ○ ○     
174     ｵﾋｼﾊﾞ ○  ○ ○ ○ ○   
175     ﾐｽﾞﾀｶﾓｼﾞｸﾞｻ       ○ 〇 
176     ｱｵｶﾓｼﾞｸﾞｻ  ○ ○    ○  
177     ﾀﾁｶﾓｼﾞ       ○  
178     ｶﾓｼﾞｸﾞｻ  ○  ○ ○ ○ ○  
179     ｼﾅﾀﾞﾚｽｽﾞﾒｶﾞﾔ ○ ○  ○ ○ ○ ○  
180     ｶｾﾞｸｻ   ○ ○  ○   
181     ｺｽｽﾞﾒｶﾞﾔ   ○ ○ ○ ○   
182     ﾆﾜﾎｺﾘ ○  ○ ○ ○ ○   
183     ﾄﾎﾞｼｶﾞﾗ  ○       
184     ﾑｷﾞｸｻ   ○      
185     ﾁｶﾞﾔ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  
186     ﾁｺﾞｻﾞｻ ○  ○    ○  
187     ｱｾﾞｶﾞﾔ ○   ○     
188     ﾈｽﾞﾐﾑｷﾞ  ○ ○    ○  
189     ﾎｿﾑｷﾞ ○      ○  
190   ｱｼﾎﾞｿ    ○     
191     ｵｷﾞ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  
192     ｽｽｷ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  
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表 11-8-7(6) 植物相確認種数一覧 

No. 分類 科数 種数 

調査時期 
重要

な種 
H30 R1 R2 R3 

秋季 春季 夏季 秋季 夏季 秋季 春季 

193 (種子植物門 

単子葉類) 

(ｲﾈ科) ｺﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ      ○   

194   ﾆｺｹﾞﾇｶｷﾋﾞ    ○     
195   ﾇｶｷﾋﾞ ○   ○  ○   

196     ｵｵｸｻｷﾋﾞ ○  ○ ○ ○ ○   

197     ｼﾏｽｽﾞﾒﾉﾋｴ ○  ○ ○ ○ ○   

198     ｷｼｭｳｽｽﾞﾒﾉﾋｴ ○  ○  ○    
199     ｽｽﾞﾒﾉﾋｴ ○        
200     ﾀﾁｽｽﾞﾒﾉﾋｴ ○  ○ ○ ○ ○ ○  

201     ﾁｶﾗｼﾊﾞ ○   ○  ○   

202     ｸｻﾖｼ ○ ○ ○ ○   ○  

203     ｱﾜｶﾞｴﾘ       ○  

204     ｵｵｱﾜｶﾞｴﾘ  ○       
205     ﾖｼ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

206     ﾂﾙﾖｼ ○  ○ ○  ○   

207     ﾓｳｿｳﾁｸ ○ ○ ○ ○  ○ ○  

208     ﾊﾁｸ       ○  

209     ｸﾛﾁｸ ○   ○     
210   ﾏﾀﾞｹ      ○   
211     ﾈｻﾞｻ ○ ○ ○ ○  ○ ○  
212     ﾒﾀﾞｹ   ○ ○  ○   
213     ﾐｿﾞｲﾁｺﾞﾂﾅｷﾞ  ○       
214     ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ ○ ○     ○  
215     ﾂﾙｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ  ○       
216     ﾅｶﾞﾊｸﾞｻ  ○     ○  
217     ﾋｴｶﾞｴﾘ  ○     ○  
218     ｸﾏｻﾞｻ       ○  
219     ｵﾆｳｼﾉｹｸﾞｻ   ○      
220     ｱｷﾉｴﾉｺﾛｸﾞｻ ○  ○ ○ ○ ○   
221     ｺﾂﾌﾞｷﾝｴﾉｺﾛ ○   ○     
222     ｷﾝｴﾉｺﾛ ○  ○ ○ ○ ○   
223     ｴﾉｺﾛｸﾞｻ ○  ○ ○ ○ ○ ○  
224     ﾑﾗｻｷｴﾉｺﾛ ○        
225     ﾋﾒﾓﾛｺｼ ○        
226     ｾｲﾊﾞﾝﾓﾛｺｼ ○  ○ ○ ○ ○   
227     ﾈｽﾞﾐﾉｵ ○   ○     
228     ﾒｶﾞﾙｶﾔ       ○  
229     ｶﾆﾂﾘｸﾞｻ  ○     ○  
230     ﾅｷﾞﾅﾀｶﾞﾔ  ○ ○    ○  
231     ﾏｺﾓ   ○  ○    
232     ｼﾊﾞ  ○  ○     
233     ｺｳﾗｲｼﾊﾞ       ○  
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表 11-8-7(7) 植物相確認種数一覧 

No. 分類 科数 種数 

調査時期 
重要

な種 
H30 R1 R2 R3 

秋季 春季 夏季 秋季 夏季 秋季 春季 

234 種子植物門 

真正双子葉類 

ｹｼ科 ﾀｹﾆｸﾞｻ      ○ ○  

235   ﾅｶﾞﾐﾋﾅｹﾞｼ  ○ ○    ○  

236 ｱｹﾋﾞ科 ｺﾞﾖｳｱｹﾋﾞ       ○  

237     ｱｹﾋﾞ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

238     ﾑﾍﾞ       ○  

239   ﾂﾂﾞﾗﾌｼﾞ科 ｱｵﾂﾂﾞﾗﾌｼﾞ ○ ○ ○  ○ ○ ○  

240   ﾒｷﾞ科 ﾋｲﾗｷﾞﾅﾝﾃﾝ   ○   ○ ○  

241     ﾎｿﾊﾞﾋｲﾗｷﾞﾅﾝﾃﾝ ○      ○  

242     ﾅﾝﾃﾝ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

243   ｷﾝﾎﾟｳｹﾞ科 ﾎﾞﾀﾝﾂﾞﾙ       ○  

244     ｾﾝﾆﾝｿｳ       ○  

245     ｹｷﾂﾈﾉﾎﾞﾀﾝ  ○ ○  ○  ○  

246     ﾀｶﾞﾗｼ ○ ○ ○    ○  

247     ｷﾂﾈﾉﾎﾞﾀﾝ    ○  ○ ○  

248   ﾂｹﾞ科 ｾｲﾖｳﾂｹﾞ ○        
249   ﾌｳ科 ﾓﾐｼﾞﾊﾞﾌｳ ○        
250     ﾋﾒｳｽﾞ ○        
251   ﾏﾝｻｸ科 ﾄｻﾐｽﾞｷ※2       ○  

252     ｲｽﾉｷ       ○  

253  ｶﾂﾗ科 ｶﾂﾗ   ○      

254   ﾕｽﾞﾘﾊ科 ﾕｽﾞﾘﾊ       ○  

255     ﾋﾒﾕｽﾞﾘﾊ   ○  ○ ○   

256   ﾕｷﾉｼﾀ科 ﾕｷﾉｼﾀ  ○     ○  

257   ﾍﾞﾝｹｲｿｳ科 ｺﾓﾁﾏﾝﾈﾝｸﾞｻ ○ ○ ○    ○  

258     ﾀｲﾄｺﾞﾒ       ○  

259     ｵｶﾀｲﾄｺﾞﾒ ○        

260     ﾂﾙﾏﾝﾈﾝｸﾞｻ    ○ ○ ○ ○  

261   ﾌﾞﾄﾞｳ科 ﾉﾌﾞﾄﾞｳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

262     ﾔﾌﾞｶﾗｼ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

263     ﾂﾀ ○ ○ ○ ○  ○ ○  

264     ｴﾋﾞﾂﾞﾙ  ○ ○ ○   ○  

265   ﾏﾒ科 ｸｻﾈﾑ ○  ○ ○ ○ ○   

266     ﾈﾑﾉｷ ○   ○  ○ ○  

267     ｲﾀﾁﾊｷﾞ   ○   ○   

268     ﾔﾌﾞﾏﾒ   ○    ○  

269     ｹﾞﾝｹﾞ  ○  ○   ○  

270     ｱﾚﾁｹﾂﾒｲ    ○     

271     ｶﾜﾗｹﾂﾒｲ   ○      

272     ｱﾚﾁﾇｽﾋﾞﾄﾊｷﾞ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

273     ﾉｱｽﾞｷ    ○  ○   

274     ﾂﾙﾏﾒ    ○  ○ ○  
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表 11-8-7(8) 植物相確認種数一覧 

No. 分類 科数 種数 

調査時期 
重要

な種 
H30 R1 R2 R3 

秋季 春季 夏季 秋季 夏季 秋季 春季 

275 (種子植物門 

真正双子葉類) 

(ﾏﾒ科) ﾇｽﾋﾞﾄﾊｷﾞ ○    ○ ○   

276   ﾔﾊｽﾞｿｳ  ○ ○      
277   ﾒﾄﾞﾊｷﾞ ○  ○ ○ ○  ○  

278    ﾈｺﾊｷﾞ      ○   

279     ﾋﾞｯﾁｭｳﾔﾏﾊｷﾞ       ○  

280     ｲﾇｴﾝｼﾞｭ       ○  

281     ｺﾒﾂﾌﾞｳﾏｺﾞﾔｼ       ○  

282     ｸｽﾞ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

283     ﾊﾘｴﾝｼﾞｭ  ○ ○ ○     
284     ｴﾋﾞｽｸﾞｻ ○   ○  ○   

285     ｱﾒﾘｶﾂﾉｸｻﾈﾑ    ○     
286     ｸﾗﾗ      ○ ○  

287     ｺﾒﾂﾌﾞﾂﾒｸｻ  ○     ○  

288     ｼﾛﾂﾒｸｻ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

289     ｽｽﾞﾒﾉｴﾝﾄﾞｳ  ○     ○  

290     ﾔﾊｽﾞｴﾝﾄﾞｳ ○ ○     ○  

291     ｶｽﾏｸﾞｻ  ○     ○  

292     ﾅﾖｸｻﾌｼﾞ  ○     ○  

293     ﾌｼﾞ ○  ○ ○  ○ ○  

294  ｸﾞﾐ科 ﾂﾙｸﾞﾐ   ○    ○  

295     ﾅﾜｼﾛｸﾞﾐ       ○  

296     ｱｷｸﾞﾐ      ○   

297   ﾆﾚ科 ｱｷﾆﾚ ○ ○ ○ ○  ○ ○  

298     ｹﾔｷ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

299   ｱｻ科 ﾑｸﾉｷ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

300     ｴﾉｷ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

301     ｶﾅﾑｸﾞﾗ ○  ○      

302   ｸﾜ科 ｸﾜｸｻ ○  ○ ○  ○   

305     ｲﾁｼﾞｸ ○    ○ ○ ○  

306     ｵｵｲﾀﾋﾞ       ○  

307     ｲﾀﾋﾞｶｽﾞﾗ    ○     

308     ﾏｸﾞﾜ ○ ○ ○ ○     

309     ﾔﾏｸﾞﾜ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

310   ｲﾗｸｻ科 ﾔﾌﾞﾏｵ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

311     ｶﾗﾑｼ ○ ○ ○ ○   ○  

312     ﾒﾔﾌﾞﾏｵ       ○  
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表 11-8-7(9) 植物相確認種数一覧 

No. 分類 科数 種数 

調査時期 
重要

な種 
H30 R1 R2 R3 

秋季 春季 夏季 秋季 夏季 秋季 春季 

313 (種子植物門 

真正双子葉類) 

ﾊﾞﾗ科 ｿﾒｲﾖｼﾉ ○ ○ ○  ○ ○ ○  

314   ﾋﾞﾜ ○  ○ ○  ○ ○  

315   ﾔﾏﾌﾞｷ   ○   ○   

316     ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ      ○   

317     ｶﾅﾒﾓﾁ      ○ ○  

318     ﾚｯﾄﾞﾛﾋﾞﾝ ○        
319     ｵﾍﾋﾞｲﾁｺﾞ       ○  

320     ﾍﾋﾞｲﾁｺﾞ  ○    ○ ○  

321     ｵｷｼﾞﾑｼﾛ    ○     
322     ｳﾒ ○     ○ ○  

323     ｶﾘﾝ      ○   

324     ﾀﾁﾊﾞﾅﾓﾄﾞｷ      ○ ○  

325     ﾄｷﾜｻﾝｻﾞｼ ○      ○  

326     ｼｬﾘﾝﾊﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

327     ﾉｲﾊﾞﾗ ○  ○ ○  ○ ○  

328     ｾｲﾖｳﾔﾌﾞｲﾁｺﾞ       ○  

329     ｸｻｲﾁｺﾞ  ○  ○  ○   

330     ﾅﾜｼﾛｲﾁｺﾞ ○ ○ ○ ○   ○  

331     ﾜﾚﾓｺｳ      ○ ○  

332     ﾕｷﾔﾅｷﾞ ○  ○   ○ ○  

333  ﾌﾞﾅ科 ｸﾘ ○     ○   

334     ﾂﾌﾞﾗｼﾞｲ       ○  

335     ｽﾀﾞｼﾞｲ ○  ○   ○ ○  

336     ﾏﾃﾊﾞｼｲ       ○  

337     ｸﾇｷﾞ    ○     

338     ｱﾗｶｼ ○  ○ ○  ○ ○  

339     ｼﾗｶｼ ○  ○ ○  ○ ○  

340     ｳﾊﾞﾒｶﾞｼ ○   ○  ○ ○  

341     ｺﾅﾗ   ○   ○   

342     ｱﾍﾞﾏｷ    ○  ○ ○  

343   ﾔﾏﾓﾓ科 ﾔﾏﾓﾓ ○   ○ ○ ○ ○  

344   ｸﾙﾐ科 ｵﾆｸﾞﾙﾐ ○  ○ ○     

345     ｼﾅｻﾜｸﾞﾙﾐ    ○     

346     ｶﾝﾎﾟｳﾌｳ    ○     

347   ｳﾘ科 ｺﾞｷﾂﾞﾙ   ○ ○  ○ ○  

348     ｱﾏﾁｬﾂﾞﾙ       ○  

349     ｱﾚﾁｳﾘ ○  ○ ○  ○ ○  

350     ｶﾗｽｳﾘ ○ ○ ○ ○ ○ ○   

351     ｷｶﾗｽｳﾘ ○  ○ ○  ○ ○  

352     ｽｽﾞﾒｳﾘ  ○       

353   ﾆｼｷｷﾞ科 ﾂﾙｳﾒﾓﾄﾞｷ ○ ○ ○ ○   ○  

354     ﾏｻｷ ○  ○   ○ ○  

355     ﾏﾕﾐ       ○  
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表 11-8-7(10) 植物相確認種数一覧 

No. 分類 科数 種数 

調査時期 
重要

な種 
H30 R1 R2 R3 

秋季 春季 夏季 秋季 夏季 秋季 春季 

356 (種子植物門 

真正双子葉類) 

ｶﾀﾊﾞﾐ科 ｲﾓｶﾀﾊﾞﾐ  ○    ○ ○  

357   ﾊﾅｶﾀﾊﾞﾐ ○        

358   ｱｶｶﾀﾊﾞﾐ  ○       

359     ｳｽｱｶｶﾀﾊﾞﾐ ○        

360     ｶﾀﾊﾞﾐ ○  ○ ○ ○ ○ ○  

361     ﾑﾗｻｷｶﾀﾊﾞﾐ ○ ○  ○  ○ ○  

362     ｵｯﾀﾁｶﾀﾊﾞﾐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

363   ﾄｳﾀﾞｲｸﾞｻ科 ｴﾉｷｸﾞｻ ○  ○ ○ ○ ○ ○  

364     ｺﾆｼｷｿｳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

365     ｵｵﾆｼｷｿｳ ○  ○ ○ ○ ○   

366     ﾊｲﾆｼｷｿｳ ○ ○  ○     

367     ｱｶﾒｶﾞｼﾜ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

368     ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

369     ｱﾚﾁﾆｼｷｿｳ ○        

370   ｺﾐｶﾝｿｳ科 ｺﾐｶﾝｿｳ ○  ○ ○ ○ ○   

371   ﾔﾅｷﾞ科 ﾏﾙﾊﾞﾔﾅｷﾞ ○ ○  ○  ○ ○  

372     ｶﾜﾔﾅｷﾞ    ○     

373     ﾀﾁﾔﾅｷﾞ ○     ○   

374  ｽﾐﾚ科 ｱﾘｱｹｽﾐﾚ       ○  

375     ﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ       ○  

376     ｺｽﾐﾚ ○      ○  

377     ｽﾐﾚ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

378     ｻﾝｼｷｽﾐﾚ       ○  

379     ﾂﾎﾞｽﾐﾚ  ○ ○      

380     ﾉｼﾞｽﾐﾚ       ○  

381   ｵﾄｷﾞﾘｿｳ科 ﾋﾞﾖｳﾔﾅｷﾞ  ○ ○      

382   ﾌｳﾛｿｳ科 ｱﾒﾘｶﾌｳﾛ ○ ○  ○  ○ ○  

383   ﾐｿﾊｷﾞ科 ﾎｿﾊﾞﾋﾒﾐｿﾊｷﾞ ○  ○ ○  ○   

384     ｻﾙｽﾍﾞﾘ ○  ○   ○ ○  

385     ｻﾞｸﾛ ○        

386     ｷｶｼｸﾞｻ ○  ○ ○     

387   ｱｶﾊﾞﾅ科 ﾋﾚﾀｺﾞﾎﾞｳ ○  ○ ○ ○ ○ ○  

388     ﾁｮｳｼﾞﾀﾃﾞ ○  ○ ○ ○ ○   

389     ﾒﾏﾂﾖｲｸﾞｻ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

390     ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

391     ﾕｳｹﾞｼｮｳ  ○  ○ ○ ○ ○  

392     ﾋﾙｻﾞｷﾂｷﾐｿｳ  ○ ○ ○     

393     ﾏﾂﾖｲｸﾞｻ       ○  

394   ﾌﾄﾓﾓ科 ﾊﾅﾏｷ ○        

395   ｳﾙｼ科 ﾇﾙﾃﾞ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

396     ﾊｾﾞﾉｷ   ○   ○   

397     ﾔﾏﾊｾﾞ ○   ○   ○  

398     ﾔﾏｳﾙｼ      ○   
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表 11-8-7(11) 植物相確認種数一覧 

No. 分類 科数 種数 

調査時期 
重要

な種 
H30 R1 R2 R3 

秋季 春季 夏季 秋季 夏季 秋季 春季 

399 (種子植物門 

真正双子葉類) 

ﾑｸﾛｼﾞ科 ﾄｳｶｴﾃﾞ ○  ○ ○  ○ ○  

400   ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ ○   ○  ○ ○  

401   ﾊﾅﾉｷ※2       ○  

402     ｶﾗｺｷﾞｶｴﾃﾞ※2       ○  

403     ﾄﾁﾉｷ      ○   

404     ﾌｳｾﾝｶｽﾞﾗ     ○    

405   ﾐｶﾝ科 ｷﾝｶﾝ ○        

406     ﾕｽﾞ ○        

407     ｳﾝｼｭｳﾐｶﾝ ○        

408     ｻﾝｼｮｳ       ○  

409   ﾆｶﾞｷ科 ﾆﾜｳﾙｼ ○ ○ ○ ○  ○ ○  

410   ｾﾝﾀﾞﾝ科 ｾﾝﾀﾞﾝ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

411   ｱｵｲ科 ｲﾁﾋﾞ   ○ ○     

412     ｱｵｷﾞﾘ      ○   

413     ﾌﾖｳ ○     ○   

414     ﾑｸｹﾞ ○  ○ ○ ○ ○ ○  

415   ｼﾞﾝﾁｮｳｹﾞ科 ｼﾞﾝﾁｮｳｹﾞ ○        

416  ｱﾌﾞﾗﾅ科 ｼﾛｲﾇﾅｽﾞﾅ       ○  

417     ｶﾗｼﾅ ○ ○     ○  

418     ｾｲﾖｳｱﾌﾞﾗﾅ  ○     ○  

419     ﾅｽﾞﾅ ○ ○ ○ ○  ○ ○  

420     ﾀﾈﾂｹﾊﾞﾅ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

421     ﾏﾒｸﾞﾝﾊﾞｲﾅｽﾞﾅ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

422     ｵﾗﾝﾀﾞｶﾞﾗｼ ○ ○ ○    ○  

423     ｼｮｶﾂｻｲ  ○       

424     ﾊﾏﾀﾞｲｺﾝ       ○  

425     ｲﾇｶﾞﾗｼ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

426     ｽｶｼﾀｺﾞﾎﾞｳ ○ ○  ○  ○ ○  

427     ｶｷﾈｶﾞﾗｼ  ○       

428     ｸﾞﾝﾊﾞｲﾅｽﾞﾅ  ○       

429   ﾀﾃﾞ科 ｲﾀﾄﾞﾘ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

430     ﾂﾙﾄﾞｸﾀﾞﾐ ○      ○  

431     ﾋﾒﾂﾙｿﾊﾞ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

432     ﾐｽﾞﾋｷ      ○ ○  

433     ﾔﾅｷﾞﾀﾃﾞ ○ ○ ○ ○  ○ ○  

434     ｼﾛﾊﾞﾅｻｸﾗﾀﾃﾞ   ○   ○   

435     ｵｵｲﾇﾀﾃﾞ   ○ ○ ○ ○ ○  

436     ｲﾇﾀﾃﾞ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

437     ｻﾃﾞｸｻ ○        

438     ｲｼﾐｶﾜ   ○ ○  ○ ○  

439     ﾎﾞﾝﾄｸﾀﾃﾞ ○   ○     
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表 11-8-7(12) 植物相確認種数一覧 

No. 分類 科数 種数 

調査時期 
重要

な種 
H30 R1 R2 R3 

秋季 春季 夏季 秋季 夏季 秋季 春季 

440 (種子植物門 

真正双子葉類) 

(ﾀﾃﾞ科) ｱｷﾉｳﾅｷﾞﾂｶﾐ    ○     

441  ﾏﾏｺﾉｼﾘﾇｸﾞｲ     ○ ○   

442  ﾐｿﾞｿﾊﾞ ○ ○ ○ ○  ○ ○  

443  ﾐﾁﾔﾅｷﾞ   ○ ○  ○   

444  ｽｲﾊﾞ ○ ○    ○ ○  

445   ﾋﾒｽｲﾊﾞ ○ 
      

 
446   ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ ○ ○ 

    
○  

447     ﾅｶﾞﾊﾞｷﾞｼｷﾞｼ ○ ○ 
   

○ ○  

448     ｷﾞｼｷﾞｼ ○ ○ ○ ○ 
 

○ ○  

449     ｴｿﾞﾉｷﾞｼｷﾞｼ 
   

○ 
  

○  

450   ﾅﾃﾞｼｺ科 ﾉﾐﾉﾂﾂﾞﾘ 
 

○ 
    

○  

451     ｵﾗﾝﾀﾞﾐﾐﾅｸﾞｻ ○ ○ 
    

○  

452     ｲﾇｺﾓﾁﾅﾃﾞｼｺ ○ ○ 
    

○  

453     ﾂﾒｸｻ ○ ○ ○ 
 

○ ○ ○  

454     ｻﾎﾞﾝｿｳ 
   

○ 
   

 
455     ﾑｼﾄﾘﾅﾃﾞｼｺ 

 
○ 

    
○  

456     ﾏﾝﾃﾏﾓﾄﾞｷ 
 

○ 
     

 
457     ﾏﾝﾃﾏ 

      
○  

458     ｳｼﾊｺﾍﾞ ○ ○ 
    

○  

459     ｺﾊｺﾍﾞ ○ ○ 
    

○  

460     ﾐﾄﾞﾘﾊｺﾍﾞ 
 

○ 
    

○  

461     ﾉﾐﾉﾌｽﾏ ○ ○     ○  

462  ﾋﾕ科 ｲﾉｺﾂﾞﾁ ○  ○ ○ ○ ○ ○  

463     ﾋﾅﾀｲﾉｺﾂﾞﾁ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

464     ﾎｿﾊﾞﾂﾙﾉｹﾞｲﾄｳ ○  ○      

465     ﾂﾙﾉｹﾞｲﾄｳ   ○      

466     ﾎｿｱｵｹﾞｲﾄｳ ○ ○ ○ ○ ○ ○   

467     ﾎﾅｶﾞｲﾇﾋﾞﾕ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

468     ｼﾛｻﾞ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

469     ｱｶｻﾞ ○        

470     ｺｱｶｻﾞ    ○     

471     ｱﾘﾀｿｳ ○ ○ ○ ○     

472     ｺﾞｳｼｭｳｱﾘﾀｿｳ    ○  ○   

473   ﾊﾏﾐｽﾞﾅ科 ﾏﾂﾊﾞｷﾞｸ   ○      

474   ﾔﾏｺﾞﾎﾞｳ科 ﾖｳｼｭﾔﾏｺﾞﾎﾞｳ ○  ○ ○ ○ ○ ○  

475   ｵｼﾛｲﾊﾞﾅ科 ｵｼﾛｲﾊﾞﾅ ○  ○ ○ ○ ○ ○  

476   ｻﾞｸﾛｿｳ科 ｸﾙﾏﾊﾞｻﾞｸﾛｿｳ   ○ ○ ○ ○   

477     ｻﾞｸﾛｿｳ   ○ ○ ○ ○   

478   ﾊｾﾞﾗﾝ科 ﾊｾﾞﾗﾝ   ○ ○  ○ ○  

479   ｽﾍﾞﾘﾋﾕ科 ｽﾍﾞﾘﾋﾕ ○  ○ ○ ○ ○   

480     ﾋﾒﾏﾂﾊﾞﾎﾞﾀﾝ   ○ ○ ○ ○   

481   ﾐｽﾞｷ科 ﾊﾅﾐｽﾞｷ      ○ ○  

482     ｱﾒﾘｶﾔﾏﾎﾞｳｼ ○        

483   ｱｼﾞｻｲ科 ｳﾂｷﾞ    ○  ○   

484     ｱｼﾞｻｲ ○     ○ ○  

485   ﾊﾅｼﾉﾌﾞ科 ｼﾊﾞｻﾞｸﾗ       ○  

486   ｻｶｷ科 ｻｶｷ ○     ○ ○  

487     ﾋｻｶｷ ○  ○   ○ ○  

488     ﾓｯｺｸ ○  ○  ○ ○ ○  

489   ｶｷﾉｷ科 ｶｷﾉｷ ○  ○ ○ ○ ○ ○  
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表 11-8-7(13) 植物相確認種数一覧 

No. 分類 科数 種数 

調査時期 
重要

な種 
H30 R1 R2 R3 

秋季 春季 夏季 秋季 夏季 秋季 春季 

490 (種子植物門 

真正双子葉類) 

ｻｸﾗｿｳ科 ﾏﾝﾘｮｳ ○   ○  ○ ○  

491   ｶﾗﾀﾁﾊﾞﾅ    ○     
492   ﾔﾌﾞｺｳｼﾞ      ○ ○  

493     ｺﾅｽﾋﾞ ○      ○  

494     ﾀｲﾐﾝﾀﾁﾊﾞﾅ   ○      
495   ﾂﾊﾞｷ科 ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ ○  ○ ○ ○ ○ ○  

496     ｻｻﾞﾝｶ ○  ○   ○ ○  

497     ﾁｬﾉｷ ○  ○   ○ ○  

498     ﾂﾊﾞｷ(園芸品種)       ○  

499   ｴｺﾞﾉｷ科 ｴｺﾞﾉｷ      ○ ○  

500   ﾂﾂｼﾞ科 ﾄﾞｳﾀﾞﾝﾂﾂｼﾞ   ○    ○  

501     ｱｾﾋﾞ      ○   

502     ｻﾂｷ ○     ○ ○  

503     ｷﾘｼﾏﾂﾂｼﾞ ○        
504     ﾂﾂｼﾞ(園芸品種)     ○ ○ ○  

505     ﾋﾗﾄﾞﾂﾂｼﾞ ○ ○ ○      
506     ｼｬｼｬﾝﾎﾞ       ○  

507   ｱｵｷ科 ｱｵｷ   ○   ○ ○  

508   ｱｶﾈ科 ﾒﾘｹﾝﾑｸﾞﾗ    ○     
509     ﾔｴﾑｸﾞﾗ ○ ○     ○  

510   ﾖﾂﾊﾞﾑｸﾞﾗ ○        

511     ｸﾁﾅｼ   ○   ○ ○  

512     ｵｵﾌﾀﾊﾞﾑｸﾞﾗ   ○ ○     

513     ﾌﾀﾊﾞﾑｸﾞﾗ    ○     

514     ﾍｸｿｶｽﾞﾗ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

515   ｷｮｳﾁｸﾄｳ科 ｶﾞｶﾞｲﾓ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

516     ｷｮｳﾁｸﾄｳ ○ ○ ○ ○  ○ ○  

517     ﾃｲｶｶｽﾞﾗ ○     ○ ○  

518     ﾂﾙﾆﾁﾆﾁｿｳ ○ ○ ○ ○  ○ ○  

519   ﾋﾙｶﾞｵ科 ｺﾋﾙｶﾞｵ ○ ○ ○ ○  ○ ○  

520     ﾋﾙｶﾞｵ  ○  ○ ○  ○  

521     ｱﾒﾘｶﾈﾅｼｶｽﾞﾗ      ○   

522     ｶﾛﾘﾅｱｵｲｺﾞｹ    ○     

523     ﾏﾙﾊﾞﾙｺｳ    ○ ○ ○ ○  

524     ｱﾒﾘｶｱｻｶﾞｵ ○   ○     

525     ﾏﾙﾊﾞｱﾒﾘｶｱｻｶﾞｵ    ○     

526     ﾏﾒｱｻｶﾞｵ ○   ○  ○   

527     ｱｻｶﾞｵ   ○ ○  ○   

528     ﾙｺｳｿｳ    ○     

529     ﾎｼｱｻｶﾞｵ    ○  ○   
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表 11-8-7(14) 植物相確認種数一覧 

No. 分類 科数 種数 

調査時期 
重要

な種 
H30 R1 R2 R3 

秋季 春季 夏季 秋季 夏季 秋季 春季 

530  (種子植物門 

真正双子葉類) 

ﾅｽ科 ｸｺ ○      ○  

531   ﾎｵｽﾞｷ       ○  

532     ﾋﾛﾊﾌｳﾘﾝﾎｵｽﾞｷ    ○  ○   

533     ﾜﾙﾅｽﾋﾞ ○   ○ ○  ○  

534     ﾋﾖﾄﾞﾘｼﾞｮｳｺﾞ       ○  

535     ｵｵｲﾇﾎｵｽﾞｷ    ○ ○  ○  

536     ｲﾇﾎｵｽﾞｷ ○     ○ ○  

537     ﾀﾏｻﾝｺﾞ ○   ○     
538     ｱﾒﾘｶｲﾇﾎｵｽﾞｷ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

539   ﾑﾗｻｷ科 ﾊﾅｲﾊﾞﾅ ○ ○  ○   ○  

540     ｷｭｳﾘｸﾞｻ ○ ○ ○ ○   ○  

541   ﾓｸｾｲ科 ﾋﾄﾂﾊﾞﾀｺﾞ※2       ○  

542     ｼﾏﾄﾈﾘｺ ○ ○ ○   ○   

543     ﾈｽﾞﾐﾓﾁ     ○ ○ ○  

544     ﾄｳﾈｽﾞﾐﾓﾁ ○ ○ ○ ○  ○ ○  

545     ｲﾎﾞﾀﾉｷ      ○ ○  

546     ﾖｳｼｭｲﾎﾞﾀ       ○  

547     ﾋｲﾗｷﾞﾓｸｾｲ      ○ ○  

548     ｷﾝﾓｸｾｲ ○  ○  ○ ○ ○  

549     ﾋｲﾗｷﾞ ○  ○   ○ ○  

550 
 

  ﾑﾗｻｷﾊｼﾄﾞｲ       ○  

551   ｵｵﾊﾞｺ科 ｱﾜｺﾞｹ       ○  

552     ﾐｽﾞﾊｺﾍﾞ  ○       

553     ﾂﾀﾊﾞｳﾝﾗﾝ       ○  

554     ﾏﾂﾊﾞｳﾝﾗﾝ  ○     ○  

555     ｵｵﾊﾞｺ ○ ○ ○ ○  ○ ○  

556     ﾍﾗｵｵﾊﾞｺ ○ ○ ○ ○   ○  

557     ﾂﾎﾞﾐｵｵﾊﾞｺ  ○     ○  

558     ｵｵｶﾜﾁﾞｼｬ  ○     ○  

559     ﾀﾁｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ  ○     ○  

560     ﾑｼｸｻ  ○     ○  

561     ｵｵｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ ○ ○    ○ ○  

562     ｶﾜﾁﾞｼｬ  ○     ○ 〇 

563   ｺﾞﾏﾉﾊｸﾞｻ科 ﾋﾞﾛｰﾄﾞﾓｳｽﾞｲｶ     ○  ○  

564   ｱｾﾞﾅ科 ｱﾒﾘｶｱｾﾞﾅ   ○ ○     

565     ｱｾﾞﾅ   ○ ○ ○ ○   

566     ｳﾘｸｻ   ○ ○     
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表 11-8-7(15) 植物相確認種数一覧 

No. 分類 科数 種数 

調査時期 
重要

な種 
H30 R1 R2 R3 

秋季 春季 夏季 秋季 夏季 秋季 春季 

567 (種子植物門 

真正双子葉類) 

ｼｿ科 ｺﾑﾗｻｷ    ○   ○  

568   ｸｻｷﾞ ○  ○ ○  ○ ○  

569   ﾄｳﾊﾞﾅ ○ ○ ○   ○ ○  

570     ｶｷﾄﾞｵｼ   ○   ○   

571     ﾎﾄｹﾉｻﾞ ○ ○    ○ ○  

572     ﾋﾒｵﾄﾞﾘｺｿｳ  ○       

573     ﾒﾊｼﾞｷ ○        

574     ﾊｯｶ ○   ○     

575     ﾏﾙﾊﾞﾊｯｶ ○   ○   ○  

576     ﾋﾒｼﾞｿ ○   ○     

577     ｼｿ       ○  

578     ﾊﾅﾄﾗﾉｵ      ○   

579     ﾏﾝﾈﾝﾛｳ ○        

580   ｻｷﾞｺﾞｹ科 ﾑﾗｻｷｻｷﾞｺﾞｹ ○  ○  ○ ○   

581     ﾄｷﾜﾊｾﾞ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

582   ｷﾘ科 ｷﾘ      ○ ○  

583   ｷﾂﾈﾉﾏｺﾞ科 ｷﾂﾈﾉﾏｺﾞ   ○ ○  ○   

584   ﾉｳｾﾞﾝｶｽﾞﾗ科 ﾉｳｾﾞﾝｶｽﾞﾗ       ○  

585   ｸﾏﾂﾂﾞﾗ科 ﾔﾅｷﾞﾊﾅｶﾞｻ ○        

586     ｼﾁﾍﾝｹﾞ ○      ○  

587     ｱﾚﾁﾊﾅｶﾞｻ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

588     ﾀﾞｷﾊﾞｱﾚﾁﾊﾅｶﾞｻ ○   ○   ○  

589     ﾊﾏｸﾏﾂﾂﾞﾗ    ○     

590     ｼｭｯｺﾝﾊﾞｰﾍﾞﾅ  ○   ○ ○ ○  

591   ﾓﾁﾉｷ科 ｲﾇﾂｹﾞ ○  ○   ○ ○  

592     ﾏﾒｲﾇﾂｹﾞ ○        

593     ﾓﾁﾉｷ      ○ ○  

594   ﾀﾗﾖｳ       ○  

595     ｿﾖｺﾞ   ○   ○   

596     ｸﾛｶﾞﾈﾓﾁ ○  ○ ○ ○ ○ ○  

597   ｷｷｮｳ科 ｷｷｮｳｿｳ  ○     ○  

598     ﾋﾅｷﾞｷｮｳ ○  ○      

599   ｷｸ科 ｵｵﾌﾞﾀｸｻ      ○   

600     ｶﾐﾂﾚﾓﾄﾞｷ ○        

601     ｺｳﾔｶﾐﾂﾚ ○        

602     ﾜﾀｹﾞﾊﾅｸﾞﾙﾏ ○        

603     ﾖﾓｷﾞ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

604     ﾉｺﾝｷﾞｸ      ○   

605     ｵｵﾕｳｶﾞｷﾞｸ ○        

606     ﾖﾒﾅ   ○ ○  ○   

607     ｺﾊﾞﾉｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ  ○  ○     

608     ｱﾒﾘｶｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  
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表 11-8-7(16) 植物相確認種数一覧 

No. 分類 科数 種数 

調査時期 
重要

な種 
H30 R1 R2 R3 

秋季 春季 夏季 秋季 夏季 秋季 春季 

609 (種子植物門 

真正双子葉類) 

(ｷｸ科) ｺｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

610   ﾀｳｺｷﾞ ○        

611   ﾔﾌﾞﾀﾊﾞｺ      ○   

612     ﾔｸﾞﾙﾏｷﾞｸ       ○  

613     ﾄｷﾝｿｳ   ○ ○     

614     ｷｸ ○        

615     ｷｾﾙｱｻﾞﾐ  ○       

616     ｱﾒﾘｶｵﾆｱｻﾞﾐ   ○      

617     ｵｵｷﾝｹｲｷﾞｸ ○ ○ ○ ○ ○  ○  

618     ﾊﾙｼｬｷﾞｸ       ○  

619     ｺｽﾓｽ   ○ ○ ○  ○  

620     ｱﾒﾘｶﾀｶｻﾌﾞﾛｳ ○  ○ ○ ○ ○   

621     ﾀｶｻﾌﾞﾛｳ ○  ○ ○  ○   

622     ﾀﾞﾝﾄﾞﾎﾞﾛｷﾞｸ      ○   

623     ﾋﾒｼﾞｮｵﾝ ○ ○ ○ ○ ○  ○  

624     ｱﾚﾁﾉｷﾞｸ ○ ○     ○  

625     ﾋﾒﾑｶｼﾖﾓｷﾞ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

626     ﾊﾙｼﾞｵﾝ  ○ ○  ○ ○ ○  

627     ｵｵｱﾚﾁﾉｷﾞｸ ○ ○ ○ ○ ○  ○  

628     ﾂﾜﾌﾞｷ ○     ○   

629     ﾊｷﾀﾞﾒｷﾞｸ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

630     ﾎｿﾊﾞﾉﾁﾁｺｸﾞｻﾓﾄﾞｷ  ○ ○ ○   ○  

631     ｳﾗｼﾞﾛﾁﾁｺｸﾞｻ ○  ○   ○ ○  

632     ﾁﾁｺｸﾞｻﾓﾄﾞｷ ○ ○ ○   ○ ○  

633     ｳｽﾍﾞﾆﾁﾁｺｸﾞｻ  ○       

634     ﾁﾁｺｸﾞｻ   ○      

635     ｷｸｲﾓ ○  ○ ○  ○ ○  

636   ｷﾂﾈｱｻﾞﾐ  ○     ○  

637     ﾋﾒﾌﾞﾀﾅ  ○     ○  

638     ﾌﾞﾀﾅ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

639     ﾆｶﾞﾅ      ○ ○  

640     ｵｵｼﾞｼﾊﾞﾘ  ○  ○   ○  

641     ｲﾜﾆｶﾞﾅ ○ ○    ○   

642     ｱｷﾉﾉｹﾞｼ ○ ○ ○ ○  ○ ○  

643     ﾄｹﾞﾁｼｬ  ○ ○    ○  

644     ｺｵﾆﾀﾋﾞﾗｺ  ○     ○  

645     ﾔﾌﾞﾀﾋﾞﾗｺ       ○  

646     ﾌﾗﾝｽｷﾞｸ ○      ○  

647     ｶﾐﾂﾚ       ○  

648     ｺｼｶｷﾞｸ       ○  

649     ﾌｷ  ○ ○ ○   ○  

650     ｺｳｿﾞﾘﾅ       ○  

651     ﾊﾊｺｸﾞｻ ○ ○     ○  

652     ｵｵﾊﾝｺﾞﾝｿｳ     ○    
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表 11-8-7(17) 植物相確認種数一覧 

No. 分類 科数 種数 

調査時期 
重要

な種 
H30 R1 R2 R3 

秋季 春季 夏季 秋季 夏季 秋季 春季 

653 (種子植物門 

真正双子葉類) 

(ｷｸ科) ﾉﾎﾞﾛｷﾞｸ ○ ○ ○ ○   ○  

654   ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

655   ｲｶﾞﾄｷﾝｿｳ       ○  

656     ｵﾆﾉｹﾞｼ  ○  ○     

657     ﾉｹﾞｼ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

658     ｷﾀﾞﾁｺﾝｷﾞｸ ○        

659     ﾋﾛﾊﾎｳｷｷﾞｸ ○  ○ ○ ○ ○ ○  

660     ｾｲﾖｳﾀﾝﾎﾟﾎﾟ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

661     ﾄｳｶｲﾀﾝﾎﾟﾎﾟ ○ ○ ○    ○  

662     ｶﾗｸｻｼｭﾝｷﾞｸ    ○     

663     ｵｵｵﾅﾓﾐ ○   ○ ○ ○   

664     ｵﾆﾀﾋﾞﾗｺ(広義) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

665   ﾄﾍﾞﾗ科 ﾄﾍﾞﾗ ○  ○  ○ ○ ○  

666   ｳｺｷﾞ科 ﾀﾗﾉｷ     ○ ○ ○  

667     ｶｸﾚﾐﾉ   ○   ○ ○  

668     ﾔﾂﾃﾞ ○  ○ ○  ○ ○  

669     ｾｲﾖｳｷﾂﾞﾀ ○   ○     

670     ｷﾂﾞﾀ   ○ ○  ○   

671     ﾉﾁﾄﾞﾒ  ○ ○ ○ ○ ○ ○  

672     ﾁﾄﾞﾒｸﾞｻ ○ ○ ○    ○  

673     ｳﾁﾜｾﾞﾆｸｻ      ○   

674   ｾﾘ科 ﾏﾂﾊﾞｾﾞﾘ  ○  ○   ○  

675     ｾﾘ ○ ○ ○ ○   ○  

676     ﾔﾌﾞｼﾞﾗﾐ       ○  

677     ｵﾔﾌﾞｼﾞﾗﾐ ○      ○  

678   ｶﾞﾏｽﾞﾐ科 ｻﾝｺﾞｼﾞｭ ○    ○ ○ ○  

679  ｽｲｶｽﾞﾗ科 ﾊﾅｿﾞﾉﾂｸﾊﾞﾈｳﾂｷﾞ ○  ○  ○ ○ ○  

680     ｽｲｶｽﾞﾗ  ○ ○ ○  ○ ○  

681     ﾀﾆｳﾂｷﾞ   ○      

合計 133 科 681 種 
334 

種 

221 

種 

293 
種 

303 
種 

156 
種 

320 
種 

400 

種 

3 

種 

注）分類、配列などは基本的に「令和 3 年度版 河川水辺の国勢調査のための生物リスト」（令和 3年、国土交通省）

に準拠した。 

※1 イヌカタヒバについては、表 11-8-3 に示す重要な植物種の選定基準に該当するが、現地調査にて確認された個

体は、逸出個体であったため、重要な種から除外した。 

※2コウヤマキ、ニッケイ、シラン、アヤメ、トサミズキ、ハナノキ、カラコギカエデ、ヒトツバタゴについては、表 

11-8-3 に示す重要な植物種の選定基準に該当するが、現地調査にて確認された個体は、公園等の植栽個体であっ

たため、重要な種から除外した。 
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b） 植生の状況 

現地調査の結果、表 11-8-8 に示すとおり、19 の群落が確認されました。 

現存植生図を図 11-8-2 に示します。 

 

表 11-8-8 植物群落の概要 

凡例 

番号 
群落名 階層構造と主要構成種 

1 クロガネモチ－アラカシ群落 

・高木層：クスノキ 

・亜高木層：アラカシ、ヒノキ 

・低木層：サカキ、ヤブツバキ 

・草本層：エノキ、テイカカズラ 

2 チガヤ群落 ・草本層：チガヤ 

3 ヨシクラス ・草本層：ヨシ、ツルヨシ、クサヨシ 

4 オギ群集 ・草本層：オギ、セイタカアワダチソウ 

5 ナガエミクリ群落 ・草本層：ナガエミクリ 

6 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

・高木層：スギ、ヒノキ 

・亜高木層：サカキ、ヒノキ 

・低木層：サカキ、ヤブツバキ、クロガネモチ 

・草本層：メダケ、ネザサ 

7 竹林 

・高木層：モウソウチク 

・亜高木層：モウソウチク 

・低木層：チャノキ 

・草本層：ヤブツバキ、ジャノヒゲ 

8 路傍空地雑草群落 
・草本層：セイタカアワダチソウ、エノコログサ、ヒメムカ

シヨモギ等 

9 果樹園 ・高木層：ヤマグワ 

10 放棄畑雑草群落 ・草本層：セイタカアワダチソウ、ナガバギシギシ 

11 畑雑草群落 － 

12 水田雑草群落 ・草本層：タネツケバナ 

13 放棄水田雑草群落 ・草本層：イヌビエ、セリ 

14 市街地・宅地 － 

15 緑の多い住宅地 － 

16 残存植栽群、公園、墓地 － 

17 工場地帯 － 

18 造成裸地、グラウンド － 

19 開放水域 － 

注1)凡例番号は、図 11-8-2の凡例番号を示す。 

注2)表中の階層構造と主要構成種は、Braun- Blanquet(1964)に基づく植物社会学的手法（コドラート法）に基づく

調査を用いて、現地調査時の植生の生育種状況を高木層は概ね8m 以上、亜高木層は概ね5m 以上、低木層は概

ね0.7～5m、草本層は、地表上から概ね0.5m の高さのところに葉を茂られている植物群と区分した。 

 



11-8-26 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11-8-2 現存植生図 
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② 重要な種及び群落の状況 

現地調査で確認された種のうち、重要な植物は、ナガエミクリ、ミズタカモジグサ、カワヂシャ

の 3種です。なお、調査地域において、重要な植物群落は確認されませんでした。 

現地調査で確認された重要な植物を表 11-8-9 に示します。 

 

表 11-8-9 現地調査により確認された重要な植物 

No. 分類 科名 種名 
選定基準 

① ② ③ ④ ⑤ 

1 種子植物門 

 単子葉類 

ｶﾞﾏ科 ﾅｶﾞｴﾐｸﾘ    NT  

2 ｲﾈ科 ﾐｽﾞﾀｶﾓｼﾞｸﾞｻ    VU CR 

3 
種子植物門 

 真正双子葉類 
ｵｵﾊﾞｺ科 ｶﾜﾁﾞｼｬ    NT  

合計 3 科 3 種 0 種 0 種 0 種 3 種 1 種 

注）選定基準（選定基準番号）及びランクは表 11-8-3 に示すとおりです。 
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2） 予測 

（1） 予測の手法 

① 予測手法 

植物の重要な種及び群落について、「道路環境影響評価の技術手法」に基づき、分布又は生育環

境の改変の程度を踏まえた解析により行いました。 

工事施工ヤード及び工事用道路等の設置位置、道路構造と重要な種・群落等の生育地の分布範囲

から、生育地・生育環境が消失・縮小する区間及びその程度を把握しました。 

また、工事施工ヤードの設置、工事用道路等の設置及び道路の存在による対象種の生態を踏まえ

た生育環境の質的変化の程度（水の濁り）についても把握しました。なお、水の濁りによる影響は

河川に生育する植物を対象に検討しました。 

次に、それらが重要な種及び群落に及ぼす影響の程度を、科学的知見や類似事例を参考に予測し

ました。 

予測手順を図 11-8-3 に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）「直接改変の影響の検討」及び「質的変化の影響の検討」（対象：河川に生育する植物）を行い、より大

きい生息環境への影響（A～D）を予測結果とする。 

図 11-8-3 植物の予測手順  

 

直接改変の影響の検討 

工事施工ヤード及び工事用道路等の設置

位置、道路構造と重要な種・群落等の生育

地の分布範囲からの生育地・生育環境が消

失・縮小する区間及びその程度の把握 

質的変化の影響の検討 

水の濁り（対象：河川に生育する植物）に

よる生育環境の質的変化の程度の把握 

 

【予測手法】 

【予測結果】 

 

A：生育環境への影響

の程度が大きい 

B：生育環境への影響

がある 

C：生育環境への影響

は極めて小さい 

D：生育環境への影響

はない 

【直接改変の影響】 

・生育地・生育環境の

大部分が消失する 

【直接改変の影響】 

・限られた生育地・生

育環境が縮小する 

【直接改変の影響】 

・生育地・生育環境の

改変はほとんど生

じない 

 

【直接改変の影響】 

・生育地・生育環境の

改変は生じない 

 

【質的変化の影響】 

・水の濁りにより生育

環境が質的に大き

く変化する 

【質的変化の影響】 

・水の濁りにより生育

環境が質的に変化

する 

【質的変化の影響】 

・水の濁りによる生育

環境への質的変化

はほとんど生じな

い 

【質的変化の影響】 

・水の濁りによる生育

環境への質的変化

は生じない 
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② 予測地域 

予測地域は、調査地域のうち、植物の生育及び植生の特性を踏まえて、重要な種及び群落に係る

環境影響を受けるおそれがあると認められる地域としました。 

 

 

③ 予測対象時期等 

予測の対象時期は、事業特性及び重要な種及び群落の生態や特性を踏まえ、影響が最大になるお

それのある時期としました。 

具体的には、工事用道路の建設工事や工事施工ヤードの整備等、現状の土地を改変する段階から

の工事実施時期、並びに道路施設が完成・供用する時期としました。 

 

④ 予測対象種 

予測対象種は、現地調査により事業実施区域及びその周辺で生育が確認された重要な種を選定

しました。 

予測対象とした重要な種は表 11-8-10 に示すとおりで、ナガエミクリ、ミズタカモジグサ、カ

ワヂシャの 3種です。なお、重要な植物群落は現地調査において確認されませんでした。 

 

 

表 11-8-10 予測対象種 

No. 分類 科名 種名 確認位置及び個体数 

1 種子植物門 

 単子葉類 
ｶﾞﾏ科 ﾅｶﾞｴﾐｸﾘ 事業実施区域内外 2箇所群生 

2 ｲﾈ科 ﾐｽﾞﾀｶﾓｼﾞｸﾞｻ 事業実施区域外 1箇所群生 

3 
種子植物門 

 真正双子葉類 
ｵｵﾊﾞｺ科 ｶﾜﾁﾞｼｬ 

事業実施区域内 3箇所群生 

事業実施区域内外 2箇所群生 

事業実施区域外 1箇所群生 
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（2） 予測の結果 

① 予測結果の概要 

重要な種及び群落等の予測結果の概要は表 11-8-11 に示すとおりです。 

生育環境への影響については、図 11-8-3 の手順により、以下のように整理しました。 

A：生育環境への影響の程度が大きい 

B：生育環境への影響がある 

C：生育環境への影響は極めて小さい 

D：生育環境への影響はない 

 

 

表 11-8-11 重要な種の予測結果概要 

分
類 

№ 種 名 主な生育環境 

確認位置(事業実施区域 

との位置関係) 

確認位置の 

改変状況 

生育環境 

への影響 

区域内 区域外 

改変 

の 

有無 

主な 

道路 

構造 

工
事
中 

供
用
後 

植
物 

1 ﾅｶﾞｴﾐｸﾘ 河川 ○ ○ 無  C D 

2 ﾐｽﾞﾀｶﾓｼﾞｸﾞｻ 農耕地（水田）  ○ 無  D D 

3 ｶﾜﾁﾞｼｬ 河川 ○ ○ 無  C D 
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② 予測結果 

 

a） 植物相 

調査地域に存在する重要な植物の予測結果は、表 11-8-12(1)～(3)に示すとおりです。 

 

 

表 11-8-12(1) 重要な植物の予測結果（ナガエミクリ） 

項 目 内 容 

生態 

・北海道（南西部）、本州、四国、九州に生育する。 

・湖沼やため池、河川、水路などに生育する抽水植物。流水域に多いが、止水

域にも生育する。 

・多年生の水草。花期は 6～9月。 

現地調査における 

確認状況 

確認状況 

河川において、2箇所で群生が確認された。 

なお、令和 3 年度の河川工事において、生育地の一部が改変され

たが、周辺における本種の生育状況から今後回復すると考えられ

る。 

確認時期 R1 春季、夏季、秋季、R2 夏季、R3 春季 

確認位置 事業実施区域内外 2箇所群生 

生育環境の分布状況 
本種の生態及び現地調査による確認状況から、調査地域における本種の主な生

育環境は、河川と考えられます。 

工事施工ヤード及び 

工事用道路等の設置 

による影響の予測 

工事施工ヤードは概ね国道 22 号の敷地内を利用するとともに、工事用道路

は既存の幹線道路を極力利用する計画としていることから、本種の生育地の直

接改変は生じません。また、工事による濁水は適切に措置した上で排水するこ

とにより水の濁りを最小限に抑えられるため、工事の実施による本種の生育環

境への質的変化はほとんど生じないと考えられます。 

このため、本種の生育環境への影響は極めて小さいと予測されます。 

道路の存在による 

影響の予測 

対象道路は本種の生育地 1箇所を高架構造で通過しますが、対象道路は既存

の国道 22 号上に計画していることから、道路の存在による本種の生育地の直

接改変は生じることはなく、本種の生育環境の改変は生じないと考えられま

す。 

このため、本種の生育環境への影響はないと予測されます。 
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表 11-8-12(2) 重要な植物の予測結果（ミズタカモジグサ） 

項 目 内 容 

生態 

・本州及び九州に生育する。 

・平野部の耕起前の水田や休耕田に生育する。 

・多年生草本。花期は 5月。 

現地調査における 

確認状況 

確認状況 農耕地（水田）において、1箇所で群生が確認された。 

確認時期 R3 春季 

確認位置 事業実施区域外 1箇所群生 

生育環境の分布状況 
本種の生態及び現地調査による確認状況から、調査地域における本種の主な

生育環境は、農耕地（水田）と考えられます。 

工事施工ヤード及び 

工事用道路等の設置 

による影響の予測 

工事施工ヤードは概ね国道 22 号の敷地内を利用するとともに、工事用道路

は既存の幹線道路を極力利用する計画としていることから、本種の生育地の直

接改変は生じません。また、事業実施区域は、本種の生育地と十分な離隔があ

るため、工事の実施による本種の生育環境の改変は生じません。 

このため、本種の生育環境への影響はないと予測されます。 

道路の存在による 

影響の予測 

対象道路は既存の国道 22 号上に計画していることから、道路の存在による

本種の生育地の直接改変は生じません。また、対象道路は、本種の生育地と十

分な離隔があるため、道路の存在による本種の生育環境の改変は生じません。 

このため、本種の生育環境への影響はないと予測されます。 

 

表 11-8-12(3) 重要な植物の予測結果（カワヂシャ） 

項 目 内 容 

生態 

・本州、四国、九州、琉球に生育する。 

・水田や河川敷などの低湿地に多い。コンクリート水路の土砂がたまった場所

などにも生育している。 

・越年生草本。花期は 5～6月。 

現地調査における 

確認状況 

確認状況 

河川において、6箇所で群生が確認された。 

なお、令和 3年度の河川工事において、生育地の一部が改変され

たが、周辺における本種の生育状況から今後回復すると考えられ

る。 

確認時期 R1 春季、R3 春季 

確認位置 

事業実施区域内 3箇所群生 

事業実施区域内外 2箇所群生 

事業実施区域外 1箇所群生 

生育環境の分布状況 
本種の生態及び現地調査による確認状況から、調査地域における本種の主な

生育環境は、河川と考えられます。 

工事施工ヤード及び 

工事用道路等の設置 

による影響の予測 

工事施工ヤードは概ね国道 22 号の敷地内を利用するとともに、工事用道路

は既存の幹線道路を極力利用する計画としていることから、本種の生育地の直

接改変は生じません。また、工事による濁水は適切に措置した上で排水するこ

とにより水の濁りを最小限に抑えられるため、工事の実施による本種の生育環

境への質的変化はほとんど生じないと考えられます。 

このため、本種の生育環境への影響は極めて小さいと予測されます。 

道路の存在による 

影響の予測 

対象道路は本種の生育地 1箇所を高架構造で通過しますが、対象道路は既存

の国道 22 号上に計画していることから、道路の存在による本種の生育地の直

接改変は生じることはなく、本種の生育環境の改変は生じないと考えられま

す。 

このため、本種の生育環境への影響はないと予測されます。 
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3） 環境保全措置の検討 

（1） 環境保全措置の検討の状況 

工事施工ヤードの設置、工事用道路等の設置及び道路（地表式又は掘割式、嵩上式）の存在に係

る植物に関する影響はない又は極めて小さいと予測されることから、環境保全措置の検討は行わ

ないこととしました。 

 

 

4） 評価 

（1） 評価の手法 

① 回避又は低減に係る評価 

工事施工ヤードの設置、工事用道路等の設置及び道路（地表式又は掘割式、嵩上式）の存在に係

る植物に関する影響が、事業者により実行可能な範囲内でできる限り回避され、又は低減されてお

り、必要に応じその他の方法により環境の保全についての配慮が適正になされているかどうかに

ついて、見解を明らかにすることにより行いました。 

 

 

（2） 評価の結果 

① 回避又は低減に係る評価 

対象道路は、概ね国道 22 号上に整備されるため、概ね既存道路の敷地内で工事を実施するとと

もに、工事用車両の運行ルートは、既存の幹線道路を極力利用することで、植物の生育地・生育環

境への影響を抑えた計画としています。 

また、以下の事項に配慮することとしており、予測の結果、重要な植物への影響はない又は極め

て小さいと予測されました。 

 

・水の濁りに配慮した施工として、土地の改変区域については、工区を細分化し全面裸地化を回避し、

水の濁りの発生を抑えるとともに、工事による濁水は適切に措置した上で排水することにより、河

川に生育する植物への影響の低減に努めます。 

・工事従事者への講習・指導として、工事区域外への立ち入りや重要な種の分布地等への立ち入りを

制限することにより、人為的な攪乱による植物への影響の低減に努めます。 

 

これらのことから、工事施工ヤードの設置、工事用道路等の設置及び道路（地表式又は掘割式、

嵩上式）の存在に係る植物に関する影響は、事業者により実行可能な範囲内でできる限り回避又は

低減されていると評価します。 
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第9節 生態系 

事業実施区域及びその周辺には、地域を特徴づける生態系を構成する動物・植物の生息・生育基

盤が存在するため、工事の実施（工事施工ヤードの設置、工事用道路等の設置）及び土地又は工作

物の存在及び供用（道路（地表式又は掘割式、嵩上式）の存在注）に係る生態系（地域を特徴づけ

る生態系）への影響が考えられることから、生態系の調査、予測及び評価を行いました。 

 

注）対象道路の主な道路構造は、嵩上式（高架構造）で計画し、ランプ部の一部は地表式で計画しています。 

 

9.1  工事施工ヤードの設置、工事用道路等の設置及び道路（地表式又は掘割式、嵩上式）の存在に係

る生態系 

 

1） 調査 

（1） 調査の手法 

① 調査した情報 

a） 動植物その他の自然環境に係る概況 

動植物その他の自然環境に係る概況（動物相の状況、植物相の状況、その他の自然環境に係る概

況）について調査しました。 

 

b） 地域を特徴づける生態系の注目種・群集の状況 

地域を特徴づける生態系の注目種・群集の状況（注目種・群集の生態、注目種・群集とその他の

動植物の食物連鎖上の関係及び共生の関係、注目種・群集の分布、注目種・群集の生息・生育の状

況、注目種・群集の生息環境若しくは生育環境）について調査しました。 

 

② 調査手法 

調査は、「第 11 章 第 7節 7.1 工事施工ヤードの設置、工事用道路等の設置及び道路（地表又は

掘割式、嵩上式）の存在に係る動物」（以下、「第 11 章 第 7節 動物」といいます。）及び「第 11

章 第 8節 8.1 工事施工ヤードの設置、工事用道路等の設置及び道路（地表又は掘割式、嵩上式）

の存在に係る植物」（以下、「第 11 章 第 8 節 植物」といいます。）の調査結果、並びに「第 4 章 

第 1節 1.5 動植物の生息又は生育、植生及び生態系の状況」（以下、「第 4章 第 1節 自然的状況」

といいます。）を基に、表 11-9-1 に示す図鑑及びその他の既存文献を参考にして行いました。 

 

表 11-9-1 既存資料一覧 

資料名 発行者 
発行年月又は 

資料確認時点 

原色日本野鳥生態図鑑＜陸鳥編＞ (株)保育社 平成 7年 2月 

原色日本野鳥生態図鑑＜水鳥編＞ (株)保育社 平成 7年 3月 

日本産カエル大鑑 (株)文一総合出版 平成 30 年 8月 

川の生物図典 (株)山海堂 平成 8年 4月 
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③ 調査地域 

調査地域は、事業実施区域及びその周辺としました。 

 

④ 調査地点 

a） 動植物その他の自然環境の概況 

「第 11 章 第 7節 動物」及び「第 11 章 第 8節 植物」の調査地点と同様としました。 

 

b） 地域を特徴づける生態系の注目種・群集 

注目種・群集の生態を踏まえ、調査地域においてそれらが生息・生育する可能性が高い場所に調

査地点又は経路を設定しました。 

 

⑤ 調査期間等 

「第 11 章 第 7節 動物」及び「第 11 章 第 8節 植物」の調査期間及び時期と同様としました。 
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（2） 調査の結果 

① 動植物その他の自然環境の概況 

調査地域における動植物その他の自然環境の概況を表 11-9-2(1)～(2)に示します。 

 

 

表 11-9-2(1) 動植物その他の自然環境の概況 

区分 項目 確認種数等 概況 

動 物 

哺乳類 4 目 7 科 9種 

平地から山地にかけて様々な環境を利用

するホンドタヌキ、イタチ属の一種等が確

認されました。トラップによる捕獲では、

ホンドアカネズミ等が確認されました。 

鳥類 14 目 30 科 62 種 

河川や水田に生息するサギ類、カモ類等

が確認されたほか、草地、樹林地、市街地

等の様々な環境を利用するチョウゲンボウ

やヒヨドリ、ムクドリ、スズメ、ツバメ、

モズ、ケリ等が確認されました。 

爬虫類 2 目 6 科 9種 

ニホンヤモリ、ニホンカナヘビといった

トカゲ類や、シマヘビ等のヘビ類、ニホン

イシガメ、ニホンスッポン等のカメ類が確

認されました。 

両生類 1 目 3 科 5種 

水田においてニホンアマガエル、ヌマガ

エル、ナゴヤダルマガエル等のカエル類が

確認されました。 

魚類 7 目 9 科 28 種 

河川の中・下流域に生息するモツゴ、ミ

ナミメダカ、タモロコ、ナマズ等が確認さ

れました。 

昆虫類 13 目 180 科 844 種 

水田や畑地等に生息するショウリョウバ

ッタ、オンブバッタ、コバネイナゴ等のバ

ッタ目やベニシジミ、モンシロチョウ等の

チョウ目等のほか、河川に生息するギンヤ

ンマ、シオカラトンボ等のトンボ類やサホ

コカゲロウ等のカゲロウ類が確認されまし

た。 

底生動物 

（昆虫類除く） 
7 綱 13 目 24 科 41 種 

ヒメタニシ、サカマキガイ等の貝類やイ

トミミズ類、ヌマイシビル、ミズムシ、ス

ジエビ等が確認されました。 

陸産貝類 1 目 12 科 25 種 

河川付近に生息するナガオカモノアラガ

イが確認されたほか、樹林地に生息するウ

ラジロベッコウ、ウスカワマイマイ等が確

認されました。 
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表 11-9-2(2) 動植物その他の自然環境の概況 

区分 項目 確認種数等 概況 

植 物 

植物相 133 科 681 種 

水田雑草であるイヌビエ、ミズハコベ等、

畑雑草であるエノコログサ、カラスムギ、

ドクダミ等が確認されました。そのほか、

水辺に生育するヨシ、ナガエミクリ等の抽

水植物やイチョウやクスノキ等の植栽樹が

確認されました。 

植物群落 19 群落 

市街地・宅地が調査地域の大部分を占め

ています。調査地域東側には水田雑草群落

が広がっているほか、畑雑草群落や残存植

栽群、公園、墓地等が点在し、河川付近に

はオギ群集やナガエミクリ群落等の河川植

生が成立しています。 

その他 地形・水系 － 

調査地域は、木曽川によって形成された

扇状地の末端部付近、濃尾平野のほぼ中央

に位置し、地形は極めて平坦です。 

日光川水系や庄内川水系の中小河川が流

れるほか、多くの用水路が存在しています。 
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② 地域を特徴づける生態系の注目種・群集の状況 

a） 地域を特徴づける生態系 

（a）動植物の生息・生育基盤の状況 

動植物の生息・生育基盤の状況は、「第 4章 第 1節 自然的状況」に示す「自然環境類型区分図」

を基に、現地調査で把握した自然環境の状況を踏まえて見直しを行い、調査地域における自然環境

を類型区分することで把握しました。 

調査地域における動植物の生息・生育基盤の概要を表 11-9-3 に示します。また分布状況を図 

11-9-1 に示します。 

調査地域における動植物の生息・生育基盤としては、市街地が最も広く分布し、その中に日光川、

大江川等の河川や畑、水田等の農耕地が広がっています。また、社叢林等の小規模な樹林地が点在

しています。 

 

 

表 11-9-3 動植物の生息・生育基盤の概要 

動植物の生息・ 

生育基盤の区分 
植物群落 分布状況 

平地 

市街地 

市街地・宅地、 

緑の多い住宅地 

残存植栽群、公園、墓地 

工業地帯 

造成裸地、グラウンド 

調査地域に最も広く分布する。 

 

樹林地 

クロガネモチ―アラカシ群落 

スギ・ヒノキ・サワラ植林 

竹林 

調査地域に点在する社業林等であ

り、規模は小さい。 

農耕地 

（畑、水田） 

畑雑草群落 

水田雑草群落 

放棄畑雑草群落 

放棄水田雑草群落 

果樹園 

路傍空地雑草群落 

調査地域の北側及び東側に分布す

る。 

河川 

チガヤ群落 

ヨシクラス 

オギ群集 

ナガエミクリ群落 

開放水域 

日光川、大江川、千間堀川等の河川

及びその周辺に分布する。 
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図 11-9-1 動植物の生息・生育基盤図 
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（b）地域を特徴づける生態系の状況 

地域を特徴づける生態系は、動植物の現地調査の結果と動植物の生息・生育基盤の状況（自然環

境類型区分）を基に、調査地域における地形、水系、その他の自然環境の状況及び土地利用状況等

を踏まえ、「都市生態系」としました。 

地域を特徴づける生態系区分を表 11-9-4 に示します。また、分布状況を図 11-9-2 に示します。 

 

 

表 11-9-4 地域を特徴づける生態系区分 

生態系区分 

動植物の生息・生育基盤の区分 

地形

区分 
植生区分 

都市生態系 平地 市街地 

樹林地 

農耕地（畑、水田） 

河川 

 

 



11-9-8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11-9-2 地域を特徴づける生態系区分図
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都市生態系 

平地に立地した市街地の中に広がる主に農耕地と河川により構成される生態系です。 

「都市生態系」は、農耕地等の人為的影響下に成立している生態系であり、水田や畑地等の

農耕地にはイヌビエ、ミズハコベ、エノコログサ等の畑雑草群落や水田雑草群落が分布し、一

部の河川にはヨシクラスやナガエミクリ群落が分布するほか、社叢林等の小規模な樹林地が点

在しています。 

農耕地（畑、水田）には、畑雑草群落や水田雑草群落等が分布し、水田や水路には藻類が生

育しています。これらを生息基盤として、マルカメムシ、ウリハムシ、コバネイナゴ、ツマグ

ロヨコバイ等の昆虫類やヒメタニシ、サカマキガイ等の底生動物が生息し、それらを捕食する

ニホンアマガエル、ヌマガエル等の両生類やニホンカナヘビ等の爬虫類、スズメ、ヒバリ、ツ

バメ、モズ、ケリ等の鳥類が生息しています。また、これらをシマヘビ等の爬虫類やアオサギ、

コサギ等のサギ類、チョウゲンボウ等の猛禽類が捕食しています。 

河川には、ヨシクラスやナガエミクリ群落等が分布するとともに、藻類が生育しています。

これらを生息基盤として、イトミミズ類、スジエビ、ヒメタニシ、サカマキガイ等の底生動物

やギンヤンマ等の昆虫類、モツゴ、ミナミメダカ等の魚類、カルガモ等の鳥類が生息していま

す。また、底生動物や魚類をアオサギ、コサギ等のサギ類が捕食しています。 

樹林地には、クロガネモチ―アラカシ群落やスギ・ヒノキ・サワラ植林等が分布しています。

これらを生息基盤として、アブラゼミ、タマムシ等の昆虫類が生息し、これらの昆虫類や植物

の種子等をシジュウカラ、コゲラ、メジロ等の鳥類が捕食しています。また、これらの鳥類を

チョウゲンボウ等の猛禽類が捕食しています。 

このように、「都市生態系」は、市街地や農耕地等の人工的な環境で特徴づけられる生態系で

あり、小型哺乳類や両生類を主に捕食するシマヘビ、小型哺乳類や鳥類を主に捕食するチョウ

ゲンボウ等の猛禽類、魚類や底生動物を主に捕食するアオサギ、コサギ等のサギ類が上位性種

として挙げられる生態系です。 
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※図中の赤字で示した種は、注目種として選定した種を示しています。 

図 11-9-3 都市生態系における食物連鎖の模式図 

  

消費者 

生産者 

生息・ 

生育基盤 

都 市 生 態 系 

樹林地 河川 農耕地（畑、水田） 

クロガネモチ－ 

アラカシ群落、 

スギ・ヒノキ・サワ

ラ植林等 

 

イヌビエ、ミズハコベ、エノコログサ等の 

畑雑草群落、水田雑草群落等 

ヨシクラス、 

ナガエミクリ群落等 

昆虫類 

マルカメムシ、ウリハムシ、コ

バネイナゴ、ツマグロヨコバイ 

 

底生動物 

ヒメタニシ、 

サカマキガイ 

底生動物 

イトミミズ類、 

スジエビ 

両生類 

ニホンアマガエ

ル、ヌマガエル 

爬虫類 

ニホンカナ

ヘビ 

鳥類 

スズメ、 

ヒバリ 

爬虫類 

シマヘビ 

魚類 

モツゴ、ミナ

ミメダカ 

鳥類 

アオサギ、コサギ等のサギ類 

昆虫類 

アブラゼミ、 

タマムシ 

 

鳥類 

シジュウカラ、 

コゲラ、メジロ 

藻類 

猛禽類 

チョウゲンボウ 

鳥類 

モズ、ケリ 

鳥類 

ツバメ 

昆虫類 

ギンヤンマ 

鳥類 

カルガモ 

市 街 地 
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b） 地域を特徴づける生態系の注目種・群集 

地域を特徴づける生態系の注目種・群集の抽出にあたっては、表 11-9-5 に示す上位性、典型性、

特殊性の観点から調査地域の生態系の特性を効率的かつ効果的に把握できるような種・群集を抽

出しました。 

生態系の観点から指標となりうる種（同様な生息・生育場所や環境条件要求性をもつ種群を代表

する種）の生息・生育基盤別の生息・生育状況は表 11-9-6 に示すとおりです。 

抽出した注目種・群集及びその選定理由は、表 11-9-7 に示すとおりです。 

なお、調査地域には特殊性の観点から抽出される種・群集はありませんでした。 

 

 

表 11-9-5 注目種・群集の選定の観点 

区分 内容 

上位性 

地域を特徴づける生態系の上位に位置する性質をいう。 

上位性の視点から抽出される注目種・群集の例として、ワシ・タカなどの猛禽類や、キツ

ネ、クマ等の中・大型哺乳類の動物等が挙げられる。 

典型性 

地域を特徴づける生態系の特徴を典型的に表す性質をいう。 

対象地域に優占する植物種または植物群落、それらを捕食する動物（一次消費者程度）、

個体数が多い動物などがあたる。 

特殊性 

地域を特徴づける生態系において特殊な環境であることを示す指標となる性質をいう。 

相対的に分布範囲が狭い環境または質的に特殊な環境に生息・生育する動植物種などが

あたる。 

 

 

表 11-9-6 生態系の観点から指標となりうる種の生息・生育基盤別の生息・生育状況 

生態系区分 
生息・生育基盤 

の種類 
上位性の種 典型性の種 特殊性の種 

都市生態系 市街地 

樹林地 
チョウゲンボウ 

シジュウカラ、コゲラ、メジ

ロ、アブラゼミ、タマムシ 
－ 

農耕地 

（畑、水田） 

ヒバリ、モズ、スズメ、ツバ

メ、ケリ、ニホンカナヘビ、

ニホンアマガエル、ヌマガエ

ル、マルカメムシ、ウリハム

シ、コバネイナゴ、ツマグロ

ヨコバイ、ヒメタニシ、サカ

マキガイ 

－ シマヘビ 

アオサギ、コサギ等

のサギ類 河川 

カルガモ、ギンヤンマ、モツ

ゴ、ミナミメダカ、イトミミ

ズ類、スジエビ、ヒメタニシ、

サカマキガイ 

－ 

注）表中の下線で示した種等は、注目種・群集として選定した種等を示しています。  
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表 11-9-7 注目種・群集の選定理由 

地域を特徴 

づける生態系 
区分 注目種・群集 抽出の理由 

都市生態系 

上位性 
アオサギ、コサギ

等のサギ類 
鳥類 

河川、農耕地（主に水田）に生息しています。

魚類、両生類、昆虫類、甲殻類等を捕食する

鳥類であり、当該地域においては栄養段階の

上位に位置します。目視確認等により生息状

況を把握することが可能です。 

典型性 

ケリ 鳥類 

農耕地（水田、畑）に生息し、昆虫類、カエル

類等を捕食する鳥類です。目視確認等により

生息状況を把握することが可能です。 

ニホンアマガエル 両生類 

河川、農耕地（主に水田）に生息しています。

農耕地や河川を餌場として利用するサギ類、

ヘビ類等の餌となります。目視確認等により

生息状況を把握することが可能です 

ヒメタニシ 
底生 

動物 

河川、農耕地（主に水田）に生息しています。

水辺に生息するサギ類等の鳥類の餌となりま

す。直接採取等により生息状況を把握するこ

とが可能です。 
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地域を特徴づける生態系の上位性、典型性により選定された注目種の生態的特性を表 11-9-8(1)

～(2)に示します。 

 

表 11-9-8(1) 都市生態系における注目種・群集の生態的特性 

区分 注目種・群集 項目 内容 

上位性 
アオサギ、コサギ

等のサギ類 

生息基盤の 

利用状況 

農耕地（主に水田）や河川を生息基盤とし、これらを主に

採餌場所として利用していると考えられます。 

一般習性・

食性 

北海道から九州までの各地で繁殖します。 

主に湖沼、河川、水田、干潟等の水辺に生息し、魚類のほ

か、小型哺乳類、爬虫類、両生類、昆虫類、甲殻類等を採

餌します。 

繁殖 

繁殖期は 4-9 月。マツ林、雑木林、竹林等の樹上に営巣し

ます。他のサギ類とともに混生して集団繁殖することが多

いです。 

食物連鎖上

の関係及び

共生の関係 

都市生態系では、河川や農耕地に生息するカエル類や魚類

を餌資源としていると考えられます。 

典型性 

ケリ 

生息基盤の 

利用状況 

農耕地（水田、畑）を生息基盤とし、主に採餌場所として

利用していると考えられます。 

一般習性・

食性 

九州以北から本州にかけて繁殖しますが局地的です。 

草原、広い川原、水田、畑などに生息し、地上で昆虫やカ

エル等を採餌します。 

繁殖 
繁殖期は 3-6 月。耕作地、休耕地、放棄水田、河川敷、草

地を利用して繁殖する。 

食物連鎖上

の関係及び

共生の関係 

都市生態系では、昆虫類やカエル類を餌資源としていると

考えられます。 

ニホンアマガエル 

生息基盤の 

利用状況 

農耕地（主に水田）を生息基盤とし、主に採餌、繁殖、休

息場所として利用していると考えられます。 

一般習性・

食性 

海岸近くから高山にまで生息し、クモ類、双翅類、膜翅類、

膜翅類幼虫などを採餌します。 

繁殖 

繁殖期は 4-7 月。地域によっては 9月に及びます。 

繁殖場所は水田、湿原、湿地、池、防火水槽、河川敷や道

路の水たまり等であり、いずれも浅い止水が選ばれます。 

食物連鎖上

の関係及び

共生の関係 

都市生態系では、昆虫類を餌資源としていると考えられま

す。捕食者はサギ類等の鳥類やヘビ類と考えられます 
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表 11-9-8(2) 都市生態系における注目種・群集の生態的特性 

区分 注目種・群集 項目 内容 

典型性 ヒメタニシ 

生息基盤の 

利用状況 

農耕地（主に水田）や河川を生息基盤とし、これらを主に

採餌、繁殖場所として利用していると考えられます。 

一般習性・

食性 

平野部の潟、沼、小川、水田の用水路などの浅いところに

多く生息します。 

雑食性で、底泥や植物体、用水路の壁などに付着している

微小藻類やデトリタスなどを採餌する。 

繁殖 繁殖期は 6-8 月頃。約 30～40 個の稚貝を次々に産出する。 

食物連鎖上

の関係及び

共生の関係 

都市生態系では、河川や水田の藻類等を餌資源としている

と考えられます。捕食者はサギ類等の鳥類と考えられま

す。 
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2） 予測 

（1） 予測の手法 

① 予測手法 

注目種等について、「道路環境影響評価の技術手法」に基づき、分布、生息環境又は生育環境の

改変の程度を踏まえた解析により行いました。 

工事施工ヤード及び工事用道路等、道路構造と生息・生育基盤及び注目種・群集の分布から、生

息・生育基盤が消失・縮小する区間及び注目種・群集の移動経路が分断される区間並びにその程度

を把握しました。 

また、工事施工ヤードの設置、工事用道路等の設置及び道路の存在による注目種・群集の生態を

踏まえた生息・生育環境の質的変化の程度（水の濁り）注についても把握しました。 

次に、それらが注目種・群集の生息・生育基盤の変化及びそれに伴う地域を特徴づける生態系に

及ぼす影響の程度を、注目種・群集の生態並びに注目種・群集と他の動植物との関係を踏まえ、生

息基盤の消失・科学的知見や類似事例を参考に予測しました。 

 

注）質的変化の程度（水の濁り）については、注目種・群集のうち河川に生息する種を対象に検討を行いました。 

 

② 予測地域 

予測地域は、動植物その他の自然環境の特性及び注目種等の特性を踏まえて注目種等に係る環

境影響を受けるおそれがあると認められる地域とし、調査地域と同じとしました。 

 

③ 予測対象時期等 

予測の対象時期は、事業特性及び注目種・群集の生態及び特性を踏まえ、影響が最大になるおそ

れのある時期としました。 

具体的には、工事用道路の建設工事や工事施工ヤードの整備等、現状の土地を改変する段階から

の工事実施時期、並びに道路施設が完成・供用する時期としました。 
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④ 予測対象生態系の選定 

予測対象は、予測地域において生息・生育、分布が確認された注目種・群集及び地域を特徴づけ

る生態系としました。 

予測対象とした注目種・群集及び地域を特徴づける生態系を表 11-9-9 に示します。 

 

 

表 11-9-9 予測対象とした注目種・群集及び地域を特徴づける生態系 

生態系区分 
上位・ 

典型・特殊 
注目種・群集 主な生息・生育基盤 

都市生態系 

上位性 アオサギ、コサギ等のサギ類 農耕地（水田）、河川 

典型性 

ケリ 農耕地（畑、水田） 

ニホンアマガエル 農耕地（水田） 

ヒメタニシ 農耕地（水田）、河川 

特殊性 ― ― 
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（2） 予測の結果 

① 都市生態系 

都市生態系において、事業実施区域及びその周辺に生息・生育地が存在すると考えられる注目

種・群集に関する予測結果は、以下に示すとおりです。 

 

a） 生息・生育基盤の消失の程度 

都市生態系における生息・生育基盤の消失の程度は、表 11-9-10 及び表 11-9-11 に示すとおり

です。 

 

 

表 11-9-10 都市生態系における生息・生育基盤の消失の程度  

生息・生育基盤の種類 
現況 改変面積 

面積（ha） 割合（％） 面積（ha） 改変率（％） 

樹林地 5.2 2.5 0.0 0.0 

農耕地 199.5 94.8 1.4 0.7 

河川 5.8 2.8 0.0 0.0 

計 210.5 100.0 1.4 0.7 

注1）表中の割合は、各生息・生育基盤の生態系区分に占める割合（％）を示しています。 

注2）表中の割合の値は、四捨五入により合計と一致しない場合があります。 

 

 

表 11-9-11 都市生態系における注目種・群集の生息・生育基盤の消失の程度 

注目種・ 

群集 

生息・生育基盤 

の種類 

生活史における 

利用状況 

現況 改変面積 

面積（ha） 割合（％） 面積（ha） 
改変率

（％） 

サギ類 

農耕地 
採餌場所 

199.5 97.2 1.4 0.7 

河川 5.8 2.8 0.0 0.0 

計 205.3 100.0 1.4 0.7 

ケリ 
農耕地 採餌場所 199.5 100.0 1.4 0.7 

計 199.5 100.0 1.4 0.7 

ニホンアマガエル 

農耕地 採餌場所 

繁殖場所 

休息場所 

199.5 97.2 1.4 0.7 

河川 5.8 2.8 0.0 0.0 

計 205.3 100.0 1.4 0.7 

ヒメタニシ 

農耕地 採餌場所 

繁殖場所 

199.5 97.2 1.4 0.7 

河川 5.8 2.8 0.0 0.0 

計 205.3 100.0 1.4 0.7 

注1）表中の割合は、各生息・生育基盤の注目種・群集の生息・生育基盤に占める割合（％）を示しています。 

注2）表中の割合の値は、四捨五入により合計と一致しない場合があります。 
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b） 注目種・群集の予測結果 

都市生態系における注目種・群集の生息・生育状況の変化についての予測結果は、表 11-9-12(1)

～(3)に示すとおりです。 

 

 

表 11-9-12(1) 都市生態系における注目種・群集の予測結果 

区分 
注目種・ 

群集 
項目 影響要因 予測結果 

上
位
性 

アオサギ、 

コサギ等 

のサギ類 

工事施工ヤー

ド及び工事用

道路等の設置

による影響の

予測 

生息基盤の 

消失・縮小 

調査地域におけるサギ類の主な生息基盤は、農耕地

（水田）、河川と考えられます。 

工事施工ヤードは概ね国道 22 号の敷地内を利用す

るとともに、工事用道路は既存の幹線道路を極力利用

する計画としていることから、工事の実施による本種

の主な生息基盤の改変はほとんど生じません。また、

工事による濁水は適切に措置した上で排水すること

により水の濁りを最小限に抑えられるため、工事の実

施による本種の生息環境への質的変化はほとんど生

じないと考えられます。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さい

と予測されます。 

生息環境の 

質的変化 

道路の存在に

よる影響の予

測 

生息基盤の 

消失・縮小 

対象道路は既存の国道 22 号上に計画していること

から、道路の存在によるサギ類の主な生息基盤の改変

や質的変化はほとんど生じません。 

また、対象道路の路面高及び幅員は、周辺に立地す

る商業施設等や集落のまとまりと比較して突出した

高さ及び幅員ではないことから、本種の移動経路は確

保されるものと考えられます。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さい

と予測されます。 

移動経路の 

分断 

生息環境の 

質的変化 
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表 11-9-12(2) 都市生態系における注目種・群集の予測結果 

区分 
注目種・ 

群集 
項目 影響要因 予測結果 

典
型
性 

ケリ 

工事施工ヤー

ド及び工事用

道路等の設置

による影響の

予測 

生息基盤の 

消失・縮小 

調査地域におけるケリの主な生息基盤は、農耕地

（畑、水田）と考えられます。 

工事施工ヤードは概ね国道 22 号の敷地内を利用す

るとともに、工事用道路は既存の幹線道路を極力利用

する計画としていることから、工事の実施による本種

の主な生息基盤の改変や質的変化はほとんど生じま

せん。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さい

と予測されます。 

生息環境の 

質的変化 

道路の存在に

よる影響の予

測 

生息基盤の 

消失・縮小 

対象道路は既存の国道 22 号上に計画していること

から、道路の存在によるケリの主な生息基盤の改変や

質的変化はほとんど生じません。 

また、対象道路の路面高及び幅員は、周辺に立地す

る商業施設等や集落のまとまりと比較して突出した

高さ及び幅員ではないことから、本種の移動経路は確

保されるものと考えられます。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さい

と予測されます。 

移動経路の 

分断 

生息環境の 

質的変化 

ニホンアマ

ガエル 

工事施工ヤー

ド及び工事用

道路等の設置

による影響の

予測 

生息基盤の 

消失・縮小 

調査地域におけるニホンアマガエルの主な生息基

盤は、農耕地（水田）と考えられます。 

工事施工ヤードは概ね国道 22 号の敷地内を利用す

るとともに、工事用道路は既存の幹線道路を極力利用

する計画としていることから、工事の実施による本種

の主な生息基盤の改変や質的変化はほとんど生じま

せん。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さい

と予測されます。 

生息環境の 

質的変化 

道路の存在に

よる影響の予

測 

生息基盤の 

消失・縮小 

対象道路は既存の国道 22 号上に計画していること

から、道路の存在によるニホンアマガエルの主な生息

基盤の改変や質的変化はほとんど生じません。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さい

と予測されます。 

生息環境の 

質的変化 
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表 11-9-12(3) 都市生態系における注目種・群集の予測結果 

区分 
注目種・ 

群集 
項目 影響要因 予測結果 

典
型
性 

ヒメタニシ 

工事施工ヤー

ド及び工事用

道路等の設置

による影響の

予測 

生息基盤の 

消失・縮小 

調査地域におけるヒメタニシの主な生息基盤は、農

耕地（水田）、河川と考えられます。 

工事施工ヤードは概ね国道 22 号の敷地内を利用す

るとともに、工事用道路は既存の幹線道路を極力利用

する計画としていることから、工事の実施による本種

の主な生息基盤の改変はほとんど生じません。 

また、工事による濁水は適切に措置した上で排水す

ることにより水の濁りを最小限に抑えられるため、工

事の実施による本種の生息環境への質的変化はほとん

ど生じないと考えられます。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さい

と予測されます。 

生息環境の 

質的変化 

道路の存在の

存在による影

響の予測 

生息基盤の 

消失・縮小 

対象道路は既存の国道 22 号上に計画していること

から、道路の存在によるヒメタニシの主な生息基盤の

改変や質的変化はほとんど生じません。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さい

と予測されます。 

生息環境の 

質的変化 
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c） 地域を特徴づける生態系に及ぼす影響 

対象道路は、国道 22 号上に整備されるため、概ね既存道路の敷地内で工事を実施するとともに、

工事用車両の運行ルートは、既存の幹線道路を極力利用することで、動植物の生息・生育環境への

影響を抑えた計画としています。このため、都市生態系における動植物の生息・生育基盤の改変や

質的変化はほとんど生じないことから、本生態系区分における食物連鎖及び共生の関係は維持さ

れるものと考えられます。 

都市生態系の上位性注目種であるアオサギ、コサギ等のサギ類、典型性注目種であるケリ、ニホ

ンアマガエル、ヒメタニシについては、それぞれの生息基盤の消失・縮小や質的変化はほとんど生

じません。また、対象道路の路面高及び幅員は、周辺に立地する商業施設等や集落のまとまりと比

較して突出した高さ及び幅員ではないことから、サギ類やケリの移動経路は確保されるものと考

えられます。このため、注目種・群集の生息・生育環境への影響は極めて小さいと考えられます。 

よって、工事の実施及び道路の存在による都市生態系への影響は極めて小さいと予測されます。 
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3） 環境保全措置の検討 

（1） 環境保全措置の検討の状況 

予測の結果、工事施工ヤードの設置、工事用道路等の設置、道路（地表式又は掘割式、嵩上式）

の存在に係る生態系に関する影響は極めて小さいと予測されることから、環境保全措置の検討は

行わないこととしました。 

 

 

 

4） 評価 

（1） 評価の手法 

① 回避又は低減に係る評価 

工事施工ヤードの設置、工事用道路等の設置及び道路（地表式又は掘割式、嵩上式）の存在に係

る生態系に関する影響が、事業者により実行可能な範囲内でできる限り回避され、又は低減されて

おり、必要に応じその他の方法により環境の保全についての配慮が適正になされているかどうか

について、見解を明らかにすることにより行いました。 

 

 

（2） 評価の結果 

① 回避又は低減に係る評価 

対象道路は、概ね国道 22 号上に整備されるため、概ね既存道路の敷地内で工事を実施するとと

もに、工事用車両の運行ルートは、既存の幹線道路を極力利用することで、動植物の生息・生育環

境への影響を抑えた計画としています。 

また、以下の事項に配慮することとしており、注目種・群集の生息・生育環境及び地域を特徴づ

ける生態系への影響は極めて小さいと予測されました。 

 

・水の濁りに配慮した施工として、土地の改変区域について、工区を細分化し全面裸地化を回避し、

水の濁りの発生を抑えるとともに、工事による濁水は適切に措置した上で排水することにより、

河川に生息する動植物への影響の低減に努めます。 

・工事従事者への講習・指導として、工事区域外への立ち入りを制限することにより、人為的な攪

乱による動植物への影響の低減に努めます。 

 

これらのことから、工事施工ヤードの設置、工事用道路等の設置及び道路（地表式又は掘割式、 

嵩上式）の存在に係る生態系に関する影響は、事業者により実行可能な範囲内でできる限り回避

又は低減されていると評価します。 




